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広報朝朝朝来来来

年
に
感
謝
■

10

式
に
は
、来
賓
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
約
８
０
０

人
が
参
加
。ま
ず
は
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、朝

来
市

年
の
あ
ゆ
み
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
上
映

１０

や
、朝
来
市
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
演

奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、多
次
勝
昭
市
長
が
式
辞
を
述
べ
、市

た

じ

か

つ

あ

き

政
に
功
績
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
へ
表
彰
を
行
い
ま
し

た
。（
６
～
７
㌻
に
詳
細
を
掲
載
）

ま
た
、市
が
新
た
に
取
り
組
む「
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
」に
つ
い
て
の
発
表
が
行
わ
れ
、制
作
に

携
わ
っ
た
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
主
旨
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。（
２
～
３

㌻

に
内
容
を
掲
載
）そ
し
て
、朝

来
市
コ
ー
ラ
ス
連
盟
の
皆
さ
ん
約

人
に
よ
る

８０

「
朝
来
市
の
歌
」の
合
唱
で
式
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。（
写
真
上
）

今
回
の
記
念
式
典
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に

周
年
を
祝
福
す
る
こ
と
を
目
的
に
、会
場

１０

前
で
は
、朝
来
市
商
工
会
な
ど
の
協
力
で
、市
の

特
産
品
の
販
売
を
行
っ
た
ほ
か（
写
真
下
）、隣
接

す
る
中
央
文
化
公
園
で
は
、「
ち
び
っ
こ
ラ
ン
ド
」を

開
催
、こ
ち
ら
も
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

＊

＊

＊

式
典
の
模
様
と
朝
来
市

年
の
あ
ゆ
み
は
、ケ
ー

１０

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し
ま
す
。詳
し
い
日
時
は
、番
組

表
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市制施行１０周年を記念して、市ではさまざまな行事を展開しました。

６月７日には、ＮＨＫ神戸放送局との共催で、「ＮＨＫのど自慢」の

公開生放送を和田山ジュピターホールで開催。８００人の観客を前に、

前日の予選会を勝ち抜いた２０組の皆さんが、歌声を披露しました。

地域自治協議会や道の駅などが参加して、市の

特産品の販売が行われ、人気を集めていました。

平
成

年
４
月
１
日
に
、
旧
朝
来
郡
４
町
（
生
野
町
・
和
田
山
町
・
山
東
町
・
朝

１７

来
町
）が
合
併
し
誕
生
し
た
朝
来
市
は
、
今
年

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

１０

市
で
は
、こ
れ
を
節
目
と
し
、こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、こ
れ
か
ら
の
将
来
を
の
ぞ
む

機
会
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
６
月

日
、
和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
で「
朝
来
市

２８

市
制
施
行

周
年
記
念
式
典
」を
開
催
し
ま
し
た
。

１０

朝
来
市
市
制
施
行

周
年

10

記
念
式
典
を
開
催

ＮＮＨＫのど自慢・公開生放ＮＨＫのど自慢・公開生放送送（６月７日）（６月７日）

4

朝朝
来
市
の
特
産
品
を
販

朝
来
市
の
特
産
品
を
販
売売

（
６
（
６
月月

日
）
日
）

2828

記
念
式
典
で
お
茶
席

記
念
式
典
で
お
茶
席
（
６
月

（
６
月

日
）
日
）

2828

和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、記
念
式

典
に
訪
れ
た
人
た
ち
を
も
て
な
そ
う
と
、
小
・

中
学
生

人
が
、和
田
山
文
化
協
会
が
開
い

１１

た
お
茶
席
に
参
加
。子
ど
も
た
ち
は
、伝
統
文

化
親
子
教
室
事
業
で
、茶
道
の
指
導
を
受
け

た
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
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市
は
、
旧
和
田
山
町
時
代
か
ら
交
流
を
続
け

て
い
る
長
崎
県
壱
岐
市
と「
友
好
都
市
提
携
」を

い

き

結
び
、
朝
来
市
市
制

周
年
記
念
式
典
を
翌
日

１０

に
控
え
た
６
月

日
、和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー

２７

ル
で
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

壱
岐
市
の
あ
る
壱
岐
島
は
、玄
界
灘
に
あ
り
、

い

き

の

し

ま

九
州
と
対
馬
の
中
間
に
位
置
し
ま
す
。同
市
は
、

平
成

年
３
月
に
、島
内
に
あ
っ
た
４
つ
の
町
が

１６

合
併
し
発
足
し
た
も
の
で
す
。

「
魏
志
倭
人
伝

ぎ

し

わ

じ

ん

で

ん

」に「
一
支
国
」と
記
さ
れ
る
な

い

き

こ

く

ど
、
古
く
か
ら
開
け
た
地
で
、多
く
の
史
跡
が
あ
り

ま
す
。
産
業
で
は
、
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
、観
光

業
を
は
じ
め
、
玄
界
灘
の
海
に
恵
ま
れ
た
漁
業
の

ほ
か
、
農
畜
産
業
も
盛
ん
で
す
。ま
た
、麦
焼
酎
発

祥
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。

壱
岐
と
の
交
流
の
き
っ
か
け
は
、江
戸
時
代
中

ご
ろ
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。東
河
庄
野
村（
現
・
和

と

が

し

ょ

う

の

む

ら

田
山
町
野
村
）の
村
年
寄
・
小
山
弥
兵
衛
は
、

こ

や

ま

や

へ

え

一
揆
の
首
謀
者
の
ひ
と
り
と
し
て
壱
岐
へ
送
ら
れ

い

っ

き

る
も
、
現
地
で
植
林
の
技
術
を
伝
え
た
り
、子
ど

一支国座（いきこくざ）公演
小山弥兵衛と心諒尼物語 BELIEVEME－自分を信じて－

◆日時 ８月９日（日）午後２時開演

◆会場 和田山ジュピターホール（玉置）

※入場無料（全席自由）ただし、和田山ジュピターホール、

市役所本庁西館・各支所地域振興課で配布する入場整理

券が必要。（未就学児の入場はご遠慮ください）

◆内容 柴田東一郎さん（高瀬区）作の「遥かなり壱岐」を
し ば た と う い ち ろ う

モチーフにテレビ等で活躍する脚本家、吉村ゆうさんが歴史
よ し む ら

エンターテインメントとして劇化・演出。女優の柴田美保子さ
し ば た み ほ こ

んが「御仏の声」で特別出演します。演ずるのは、長崎県壱

岐市の市民劇団「一支国座」の皆さんです。
い き こ く ざ

◆問い合わせ先 和田山地域振興課 ☎６７２－６１３７

も
た
ち
に
読
み
書
き
を
教
え
た
り
す
る
な
ど
し
た

こ
と
か
ら
、現
在
で
も「
義
人
」と
し
て
顕
彰
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、祖
父
・
弥
兵
衛
の
も
と
へ
尼
僧

に
な
り
訪
ね
た
心
諒
尼
の
物
語
が
あ
り
ま
す
。こ

し

ん

り

ょ

う

に

の
よ
う
な
縁
に
よ
っ
て
、数
十
年
前
か
ら
住
民
の

皆
さ
ん
を
中
心
と
し
た
交
流
が
続
い
て
き
ま
し
た
。

近
年
は
、相
互
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
出
展
を
行
っ

た
り
、住
民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
訪
問
が
行
わ
れ
た

り
す
る
な
ど
、交
流
は
広
が
り
を
見
せ
、昨
年
２

月
に
は
、壱
岐
市
と
朝
来
市
と
の
間
で
、さ
ら
な

る
関
係
強
化
を
目
ざ
し「
歴
史
・
教
育
・
経
済
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
言
」を
結
ん
で
い
ま
す
。

締
結
式
に
は
、朝
来
市
の
多
次
勝
昭
市
長
、壱

た

じ

か

つ

あ

き

岐
市
の
白
川
博
一
市
長
、両
市

し

ら

か

わ

ひ

ろ

か

ず

市
議
会
の
能
見

の

う

み

勇
八
郎
議
長
、

ゆ

う

は

ち

ろ

う

町
田
正
一
議
長
を
は
じ
め
、両
市

ま

ち

だ

し
ょ
う
い
ち

の
関
係
者
や
交
流
に
携
わ
る
住
民
グ
ル
ー
プ
の

皆
さ
ん
な
ど
約

人
が
出
席
。提
携
書
へ
の
署
名
、

５０

互
い
の
市
旗
の
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、多
次
市
長
が「
今
ま
で
以
上
に
友
好

の
絆
を
深
め
て
い
き
た
い
。」と
、ま
た
、白
川
市
長

き
ず
な

が「
今
回
の
提
携
を
き
っ
か
け
に
両
市
の
さ
ら
な
る

発
展
を
願
い
ま
す
。」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

友好都市提携を締結
長崎県壱岐市と

トピック展示「弥兵衛のあしあと」
朝来市埋蔵文化財センター「古代あさご館」

朝来市と壱岐市が友好都市提携を結ぶにあたり、両市の交

流の原点にある、小山弥兵衛と、彼の出身地（ルーツ）和田

山町東河地域の歴史文化を紹介しています。※観覧無料

◆会期 ９月２７日（日）まで（月曜休館・祝日の場合は翌日）

◆会場 朝来市埋蔵文化財センター「古代あさご館」（大月）

◆展示内容 小山弥兵衛のルーツ、生野銀山元文一揆関

係資料、東河地域の歴史・自然・名勝・民俗、壱岐の風景・

名勝パネル展示、東河小学校と箱崎小学校の交流紹介

◆その他 「あんてなミュージアムショップ」の開設

会期中は壱岐市の「一支国博物館」グッズを特別販売します
い き こ く

◆問い合わせ先 朝来市埋蔵文化財センター☎６７０－７３３０
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朝来市は、６月２７日、長崎県壱岐市と

友好都市提携を締結しました。朝来市と壱

岐市とは小山弥兵衛の縁で、市民の皆さ

んを中心とした交流を続けています。

また、提携を記念して、古代あさご館で

のトピック展示、壱岐市の市民劇団「一支

国座」による公演も行います。

5

友好都市提携を締結しました
【左から（朝来市）能見勇八郎議長多次勝昭市長（壱岐市）白川博一市長町田正一議長】



西
田
剛（
生
野
２
区
）

馬
袋
真
紀（
与
布
土
）

波
多
野
正
之（
上
ゲ
町
）

平
岡
好
美（
岡
）

【
保
健
衛
生
功
労
】

稲
垣
知
世（
生
野
６
区
）

小
山
克
志（
加
都
）

坂
本
健
一（
東
谷
）

佐
藤
恭（
生
野
３
区
）

谷
村
政
典（
駅
前
）

西
山
正
孝（
柊
木
）

間
島
毅
彦（
新
井
１
区
）

松
田
年
司（
多
々
良
木
）

馬
庭
幸
二（
宮
田
）

三
浦
治
郎（
和
田
山
新
町
）

芦
澤
修（
和
田
山
新
町
）

上
田
健
司（
川
原
町
）

岡
政
文（
清
水
町
）

奥
藤
惠
児（
駅
前
）

河
本
宏（
新
井
１
区
）

田
中
匠（
和
田
山
上
町
）

杉
浦
友
美（
生
野
２
区
）

瀬
尾
成
俊（
大
垣
）

夜
久
泰
造（
新
井
１
区
）

【
地
域
づ
く
り
功
労
】

池
本
茂
則（
小
谷
）

西
澤
裕（
迫
間
）

藤
井
義
正（
桑
原
）

安
福
進（
米
屋
町
）

【
特
別
功
労
・
個
人
】

足
立
昌
一（
野
間
）

安
保
壽
一（
久
世
田
）

桑
田
祥
夫（
生
野
４
区
）

松
本
幹
一
郎（
山
内
）

柴
田
一
明（
生
野
新
町
）

的
場
文
夫（
清
水
町
）

石
田
保
孝（
溝
黒
）

岡
田
勉（
養
父
市
）

岡
林
史
郎（
三
保
）

金
田
正
夫（
山
口
）

木
山
佳
明（
矢
名
瀬
下
町
）

桑
田
純
一
郎（
生
野
１
区
）

小
林
公
正（
枚
田
）

島
田
喜
良（
法
道
寺
）

田
中
美
智
子（
駅
前
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

功
労
者
表
彰

市
の
公
益
の
増
進
、文
化

の
向
上
、行
政
の
振
興
・
発

展
に
寄
与
し
、そ
の
功
績
の

顕
著
な
人
を
対
象
に
贈
る

も
の
で
、市
の
自
治
発
展
・

市
民
意
識
の
高
揚
を
は
か

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

け
や
き
賞（
個
人
）

さ
く
ら
賞（
団
体
）

お
お
む
ね
４
年
以
上
に

わ
た
り
地
域
自
治
、地
域
づ

く
り
、防
災
活
動
、市
民
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
に
い
そ
し
み
、

住
み
よ
い
住
環
境
の
形
成

そ
の
他
表
彰
に
値
す
る
と

認
め
ら
れ
る
貢
献
の
あ
っ
た

人
が
対
象
。市
の
木「
け
や

き
」、市
の
花「
さ
く
ら
」を

名
に
し
た
賞
で
す
。

市
は
、
朝
来
市
市
制
施
行

周
年
記
念
式
典
の
な
か
で
、こ
れ
ま

１０

で
の
市
政
に
対
し
て
功
績
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
を
対
象
に
、表
彰
を
行
い

ま
し
た
。

今
回
、
対
象
と
な
っ
た
の
は
、「
功
労
者
表
彰
」と
し
て
１
２
９
人
と

６
団
体
、「
け
や
き
賞
」

人
、そ
し
て「
さ
く
ら
賞
」

団
体
で
す
。

１２

７９

各部門の受賞者代表に多次市長から表彰状が手渡されました（功労者表彰）

周
年
記
念
式
典
功
労
者
・
功
績
者
表
彰

10

間
島
毅
彦（
新
井
１
区
）

松
田
啓
子（
新
井
１
区
）

松
田
年
司（
多
々
良
木
）

三
浦
治
郎（
和
田
山
新
町
）

足
立
和
雄（
加
都
）

足
立
弘
子（
黒
川
）

阿
野
保
司（
生
野
６
区
）

大
崎
正
実（
柴
）

木
島
美
佐
代（
伊
由
市
場
）

日
下
部
謙
一（
川
尻
）

細
見
秀
志（
土
田
）

前
野
ま
さ
ゑ（
柳
原
）

山
木
葉
末（
生
野
６
区
）

和
田
美
智
子（
生
野
１
区
）

【
産
業
振
興
功
労
】

衣
川
東（
白
井
）

杉
本
勝
喜（
栃
原
）

宮
田
孝
仁（
野
村
）

清
水
悦
子（
八
代
）

村
上
彰（
田
中
）

夜
久
盛
三
郎（
円
山
）

【
教
育
文
化
功
労
】

稲
津
繁
美（
中
）

上
田
菜
穗
子（
川
原
町
）

衣
川
俊
司（
駅
北
）

坂
本
弘

（
筒
江
）

入
江
正
雄（
北
真
弓
）

牛
尾
啓
三（
姫
路
市
）

角
野
幸
博（
芦
屋
市
）

桐
山
徹
郎（
生
野
６
区
）

住
吉
加
余
子（
田
中
）

椿
野
浩
二（
立
脇
）

日
下
茂（
林
垣
）

小
山
正
人（
諏
訪
）

青
田
昌（
八
代
）

一
ノ
瀬
衞（
生
野
４
区
）

垣
尾
博
子（
越
田
）

田
村
信
隆（
和
田
山
本
町
）

田
路
勉（
滝
田
）

山
田
定
信（
生
野
３
区
）

赤
井
隆
行（
竹
田
新
町
）

足
立
勝（
円
山
）

児
島
克
巳（
和
田
山
上
町
）

小
山
友
一（
諏
訪
）

中
嶋
敏
博（
清
水
町
）

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

功
労
者
表
彰

【
自
治
功
労
者
】

井
上
英
俊（
多
々
良
木
）

太
田
則
之（
栄
町
）

大
田
垣
强（
新
井
３
区
）

岡
田
和
之（
駅
前
）

上
谷
廣
志（
栃
原
）

上
道
正
明（
東
和
田
）

木
村
圭
介（
溝
黒
）

鈴
木
逸
朗（
玉
置
）

坪
内
一
由（
枚
田
）

中
島
利
信（
物
部
）

能
見
勇
八
郎（
生
野
３
区
）

波
多
野
優（
滝
田
）

渕
本
稔（
南
真
弓
）

丸
尾
行
子（
澤
）

村
田
公
夫（
羽
渕
）

山
本
正
之（
枚
田
岡
）

横
尾
正
信（
岡
）

田
富
郎（
清
水
町
）

椿
野
美
奈
子（
新
井
２
区
）

藤
本
泰
郎（
与
布
土
）

谷
藤
法
央（
生
野
２
区
）

石
原
武
士（
加
都
）

丸
尾
良
昭（
澤
）

清
瀬
妙
兮（
佐
中
）

【
消
防
功
労
】

浅
田
郁
雄（
枚
田
岡
）

石
原
武
士（
加
都
）

奥
義
和（
柊
木
）

尾
﨑
義
治（
澤
）

木
村
敏
彦（
駅
前
）

平
野
光
啓（
市
場
）

【
福
祉
功
労
】

足
立
秀（
和
田
山
京
口
）

伊
藤
幸
子（
西
谷
）

岩
田
優
子（
駅
北
）

大
植
正
俊（
多
々
良
木
）

木
山
佳
明（
矢
名
瀬
下
町
）

西
山
正
孝（
柊
木
）

6広報朝来来来



あ
な
た
が
好
き
な
ま
ち

実
現
に
向
け
て

多
次
勝
昭
市
長・式
辞（
要
旨
）

た

じ

か

つ

あ

き

朝
来
市
は
、
平
成

年
４
月
１
日
、朝
来
郡

１７

を
構
成
し
て
い
た
４
町
が
合
併
し
誕
生
し
ま
し

た
。
市
と
し
て
の
独
自
性
を
発
揮
し
な
が
ら
地
域

経
営
・
福
祉
の
実
現
を
本
旨
と
し
て
年
輪
を
重

ね
、こ
こ
に

周
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で

１０

き
ま
し
た
の
は
、
各
界
各
層
の
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
お
力
添
え
の
賜
物
と
、心
か
ら
の
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の

年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、合
併
当

１０

初
は「
朝
来
市
民
」と
し
て
の
一
体
感
の
醸
成
に

向
け
、こ
れ
ま
で
の
各
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
継
承

し
、
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。市
の
歌
や

花
、
木
と
い
っ
た
シ
ン
ボ
ル
の
決
定
、朝
来
市
一

体
化
事
業
の
推
進
、地
域
自
治
協
議
会
の
設
立

等
を
は
じ
め
と
す
る
施
策
の
展
開
に
よ
っ
て
、今

や
、
私
た
ち
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
至
っ
た

と
の
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

古
代
、
中
世
、
近
世
、近
代
と
時
代
を
つ
な
ぐ

朝
来
市
を
代
表
す
る
遺
産
群
は
、全
国
的
に
も

一
級
の
歴
史
遺
産
と
し
て
の
真
価
が
年
を
追
う

ご
と
に
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。地
域
住
民
の
心
を

一
つ
に
結
ぶ
絆
と
し
て
存
在
感
が
高
ま
っ
て
い
る

き
ず
な

そ
の
価
値
を
通
じ
、ふ
る
さ
と
朝
来
に
対
す
る
深

い
愛
着
と
誇
り
を
よ
り
一
層
喚
起
す
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
、保
育
料
の

引
き
下
げ
、街
並
み
環
境
整
備
、ア
コ
バ
ス
の
運

行
、各
種
定
住
促
進
事
業
の
推
進
等
、市
全
域

の
調
和
の
あ
る
発
展
を
目
ざ
し
て
き
ま
し
た
。こ

れ
ら
す
べ
て
は
、朝
来
市
の
揺
籃
期
に
お
い
て
、基

よ

う

ら

ん

盤
を
築
き
、朝
来
市
に
暮
ら
す
こ
と
の
喜
び
・
誇

り
の
創
出
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、少
子
高
齢
化
の
進
展
と
人

口
減
少
は
や
む
こ
と
な
く
、喫
緊
の
行
政
課
題
で

あ
り
、実
効
性
の
あ
る
政
策
設
計
な
く
し
て
は
乗

り
越
え
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。

私
は
、小
職
就
任
以
来
の「
対
話
を
基
調
と

す
る
心
や
さ
し
い
温
も
り
の
市
政
」と
い
う
理
念

の
も
と
市
政
運
営
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
な

か
で
、朝
来
市
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
策
定
し

た
第
２
次
総
合
計
画
に
お
い
て
は
、平
成

年
３３

度
ま
で
の
８
年
間
を「
礎
の
期
間
」と
し
、国
の
地

い
し
ず
え

方
創
生
に
呼
応
し
、今
年
度
を「
創
生
元
年
」と

位
置
付
け
る
な
ど
、人
口
政
策
を
核
と
す
る
諸

施
策
を
強
力
に
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
ま
さ
に
、長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
市
庁

舎
、新
医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備
が
進
ん
で
お
り
ま

す
が
、こ
れ
ら
の
完
成
に
よ
っ
て
、新
た
な
時
代
へ

の
挑
戦
が
始
ま
り
ま
す
。歴
史
、伝
統
、文
化
、

自
然
な
ど
、今
日
ま
で
先
人
が
代
々
守
り
、引
き

継
い
で
き
た
比
類
な
き
財
産
を
損
な
う
こ
と
な
く
、

今
を
、そ
し
て
将
来
を
、希
望
と
満
足
の
中
で
暮

ら
し
て
い
け
る
、そ
ん
な
朝
来
市
づ
く
り
の
推
進

に
、誠
心
誠
意
、取
り
組
む
覚
悟
で
す
。

将
来
像
で
あ
る「
あ
な
た
が
好
き
な
ま
ち
・
朝

来
市
」の
実
現
に
向
け
て
、「
ま
ち
は
人
な
り
」の

如
く
、朝
来
市
づ
く
り
の
主
役
は
、市
民
一
人
ひ

ご

とと
り
で
す
。ま
さ
に
、市
民
一
人
ひ
と
り
の
活
動

が
朝
来
市
の
エ
ン
ジ
ン
で
あ
り
、そ
の
こ
と
が
、朝

来
市
の
未
来
の
扉
を
開
き
、希
望
に
満
ち
た
朝

来
市
を
創
り
出
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

朝
来
市
の
次
の

年
、

年
に
向
け
て
、と
も

１０

２０

に
素
晴
ら
し
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

平平成２７年７月平成２７年７月号号

式辞を述べる多次市長

糸
井
地
域
自
治
協
議
会

大
蔵
地
域
自
治
協
議
会

奥
銀
谷
地
域
自
治
協
議
会

竹
田
地
域
自
治
協
議
会

東
河
地
区
協
議
会

梁
瀬
地
域
自
治
協
議
会

与
布
土
地
域
自
治
協
議
会

和
田
山
地
区
地
域
地
域
自
治
協
議
会

和
田
山
駅
南
土
地
区
画
整
理
組
合

【
地
域
づ
く
り
に
寄
与
】

い
く
の
銀
谷
工
房

生
野
ひ
い
き
の
会

口
銀
谷
の
町
並
み
を
つ
く
る
会

さ
ん
さ
ん
会

さ
ん
さ
ん
会－

和－

山
東
新
生
ま
ち
づ
く
り
の
会

じ
ろ
は
っ
た
ん
の
会

諏
訪
区

高
生
田
老
人
ク
ラ
ブ

玉
置
老
人
ク
ラ
ブ

土
肥
老
人
ク
ラ
ブ

東
谷
老
人
ク
ラ
ブ
会
報
ふ
れ
あ
い
編
集
部

円
山
の
ぞ
み
会
老
人
ク
ラ
ブ

よ
ふ
ど
温
泉
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

ワ
イ
ワ
イ
２
１

和
賀
老
人
ク
ラ
ブ

和
田
山
駅
前
ト
ラ
市
実
行
委
員
会

和
田
山
虎
臥
陣
太
鼓

【
地
域
防
災
に
寄
与
】

栃
原
婦
人
消
防
隊

【
芸
術
文
化
の
振
興
に
寄
与
】

A
S
A
G
O
国
際
音
楽
祭
実
行
員
会

あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術
館
友
の
会

あ
さ
ご
・
さ
さ
ゆ
り
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
ク
ラ
ブ

朝
来
市
生
野
文
化
協
会

朝
来
文
化
協
会

山
東
文
化
協
会

和
田
山
文
化
協
会

和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
ク
ラ
ブ

【
観
光
振
興
に
寄
与
】

朝
来
市
あ
さ
ご
観
光
協
会

朝
来
市
山
東
町
観
光
協
会

朝
来
市
物
産
交
流
実
行
委
員
会（
長
崎
県
壱
岐
市
）

朝
来
町
物
産
流
通
事
業
株
式
会
社

生
野
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ー
ド
実
行
委
員
会

田
村
久
子（
和
田
山
本
町
）

恒
成
徹（
万
葉
台
）

椿
野
ま
さ
子（
立
野
）

寺
澤
均（
竹
ノ
内
）

戶
田

男（
寺
谷
）

藤
井
宏
明（
川
原
町
）

吉
田
利
栄（
玉
置
）

藤
原
亙（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）

【
特
別
功
労
・
団
体
】

一
般
財
団
法
人
ア
テ
ネ
会
館

株
式
会
社
ケ
ー
・
エ
ス
・
ア
ー
ト

サ
ン
ポ
リ
マ
ー
株
式
会
社

株
式
会
社
タ
ク
ミ
ナ

但
馬
信
用
金
庫

但
陽
信
用
金
庫

け
や
き
賞

【
郷
土
歴
史
の
振
興
に
寄
与
】

柴
田
東
一
郎（
高
瀬
）

【
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
寄
与
】

足
立
禅
英（
宮
田
）

石
川
克
彦（
和
田
山
京
口
）

【
芸
術
文
化
の
振
興
に
寄
与
】

友
前
武
夫（
多
々
良
木
）

中
山
浩
一（
東
谷
）

保
田
正
二（
栃
原
）

【
交
通
安
全
の
普
及
に
寄
与
】

雑
賀
岩
男（
川
原
町
）

【
地
域
づ
く
り
に
寄
与
】

坂
本
薫（
南
真
弓
）

【
観
光
振
興
に
寄
与
】

鵤
幹（
竹
田
中
町
）

【
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与
】

谷
川
均（
上
ゲ
町
）

【
竹
田
城
跡
の
環
境
美
化
に
寄
与
】

長
谷
川
克
郎（
米
屋
町
）

【
ヒ
メ
ハ
ナ
公
園
の
環
境
美
化
に
寄
与
】

佐
藤
庄
司（
大
月
）

さ
く
ら
賞

【
地
域
自
治
の
振
興
に
寄
与
】

朝
来
市
連
合
区
長
会

朝
来
地
域
自
治
協
議
会

粟
鹿
地
域
自
治
協
議
会

い
く
の
地
域
自
治
協
議
会
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生
野
銀
山
へ
い
く
ろ
う
祭
実
行
委
員
会

生
野
町
観
光
協
会

銀
谷
祭
り
実
行
委
員
会

株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
ウ
イ
ン
ド

株
式
会
社
フ
レ
ッ
シ
ュ
あ
さ
ご

白
井
大
町
藤
公
園
管
理
組
合

竹
田
区

特
定
非
営
利
法
人
Ｌ
ａ
ｚ
ｏ

和
田
山
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

和
田
山
食
肉
組
合

和
田
山
地
区
料
飲
組
合

和
田
山
町
観
光
協
会

和
田
山
町
た
ら
ふ
く
鍋
実
行
委
員
会

【
農
業
の
振
興
に
寄
与
】

朝
来
市
岩
津
ね
ぎ
生
産
組
合

朝
来
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

緑
風
の
郷
農
業
振
興
会

【
保
健
衛
生
の
向
上
に
寄
与
】

朝
来
市
医
師
会

南
但
歯
科
医
師
会

朝
来
市
会
員

【
健
康
づ
く
り
・
食
育
推
進
活
動
に
寄
与
】

朝
来
市
い
ず
み
会

【
国
内
外
の
交
流
に
寄
与
】

あ
さ
ご
町
交
流
協
会

生
野
町
国
際
文
化
交
流
協
会

山
東
町
国
際
文
化
交
流
協
会

わ
だ
や
ま
国
際
文
化
交
流
協
会

【
心
豊
か
な
青
少
年
の
健
全
育
成
に
寄
与
】

朝
来
市
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

た
ん
ぽ
ぽ
の
会

山
の
教
室
実
行
委
員
会

わ
ん
ぱ
く
教
室
指
導
者
会

【
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与
】

朝
来
市
体
育
協
会

た
た
ら
ぎ
ダ
ム
湖
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

梁
瀬
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

【
観
光
美
化
に
寄
与
】

朝
来
花
い
っ
ぱ
い
協
会

朝
来
市
建
設
業
協
会

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
山
東
ク
ラ
ブ

円
山
川
漁
協
協
同
組
合
和
田
山
支
部



健
セ
ン
タ
ー
新
施
設
の
整
備
を
開
始
来
春
の
業
務
開
始
を
予
定

保保保６
月
６
日
、法
興
寺
で
工
事
が
進
む

「（
仮
称
）朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
」の
隣

接
地
で
、市
が
整
備
を
進
め
る「
朝
来

市
保
健
セ
ン
タ
ー
・
南
但
休
日
診
療

所
」の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
、立
ノ
原
に
あ
る
施
設
は
、完

成
か
ら

年
以
上
が
経
過
し
老
朽
化

３０

が
進
み
、手
狭
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

新
し
い
施
設
は
、７
千
２
８
７
平
方

㍍

の
敷
地
に
、平
屋
建
て
延
べ
１
千
３

６
７
平
方
㍍
の
建
物
を
整
備
。１
０
０

台
以
上
が
利
用
で
き
る
駐
車
場
、各
種

相
談
や
実
習
、健
診
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
る
ほ
か
、多
目
的
ホ
ー
ル
も
設

置
し
ま
す
。

事
業
費
は
約
４
億
２
千
万
円
、来

年
２
月
の
完
成
予
定
で
、４
月
か
ら
新

施
設
で
の
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

完成予想図

市
と
兵
庫
県
石
油
商
業
組
合
但
馬

支
部
朝
来
市
ブ
ロ
ッ
ク
は
、６
月
９
日
、

「
災
害
時
に
お
け
る
燃
料
等
の
優
先
供

給
等
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
締

結
式
に
は
、関
係
者
約

人
が
出
席
。

１０

多
次

た

じ

勝
昭
市
長
、同
ブ
ロ
ッ
ク

か
つ
あ
き

本
田

ほ

ん

だ

岳
昭

た
け
あ
き

ブ
ロ
ッ
ク
長
が
協
定
書
に
調
印
し
ま

し
た
。

協
定
で
は
、地
震
や
風
水
害
な
ど
で

大
規
模
な
被
害
が
発
生
し
た
場
合
、同

ブ
ロ
ッ
ク
に
加
盟
す
る
９
社
か
ら
、災
害

対
応
業
務
車
両
や
機
器
、被
災
地
の
避

難
所
へ
優
先
的
に
燃
料
が
供
給
さ
れ
る

ほ
か
、ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
の
ト
イ
レ
、

水
道
水
の
利
用
、災
害
に
関
す
る
情
報

提
供
な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

多次市長（中央左）と本田ブロック長（中央右）

害
時
に
お
け
る
燃
料
等
の
優
先
供
給
等
に
関
す
る
協
定
を
締
結

災災災

8広報朝来来来
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伸
び
ゆ
く
若
芽

濃
き
み
ど
り

せ
ん
だ
ん

桜

松
の
木
は

広
き
庭
面
に

枝
を
は
り

我
ら
の
あ
す
の

夢
さ
そ
う

（
作
詞

藤
原
東
川
、作
曲

市
川
都
志
春
）

こ
れ
は
、東
河
小
学
校
校
歌
の
２

番
の
歌
詞
で
す
。こ
の
中
に「
せ
ん
だ

ん
」が
歌
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

セ
ン
ダ
ン（
栴
檀
、学
名M

e
lia

a
ze
d
a
ra
c
h

）と
は
、セ
ン
ダ
ン
科
セ

ン
ダ
ン
属
の
落
葉
高
木
で
、
別
名
と

し
て
オ
ウ
チ（
楝
）、ア
ミ
ノ
キ
な
ど
と

も
い
わ
れ
る
木
で
す
。

東
河
小
学
校
は
明
治
４
年
（
１

８
７
１
）

月
、「
発
盲
館（
は
つ
も

１０

う
か
ん
）」と
称
し
て
当
時
の
和
田

村
に
創
立
さ
れ
た
の
が
前
身
で
す
。

そ
の
後
、明
治

年（
１
８
８
５
）

１８

４
月
に
は
、和
田
山
小
学
校
和
田

分
校
と
な
り
、
明
治

年
（
１
９
１

４４

１
）、東
河
村
立
東
河
尋
常
高
等
小

学
校
と
な
り
ま
し
た
。セ
ン
ダ
ン
は
、

こ
れ
に
先
立
つ
明
治

年
（
１
９
０

４２

９
）に
植
樹
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
セ
ン
ダ
ン
が
、学
校
の
木
、い

わ
ゆ
る「
校
樹
」と
し
て
制
定
さ
れ

た
の
は
、昭
和

年（
１
９
６
６
）

４１

４
月
の
こ
と
で
し
た
。学
校
は
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
。東
河
と
い
う
地
域
が

セ
ン
ダ
ン
を
大
切
に
育
て
た
結
果

で
し
た
。こ
の
よ
う
に
、東
河
小
学
校

校
庭
に
聳
（
そ
び
）え
る
セ
ン
ダ
ン
の

木
は
、地
域
と
と
も
に
成
長
し
、
今

で
は
幹
回
り
が
３
・

㍍
に
も
な
り
、

８７

セ
ン
ダ
ン
と
し
て
は
県
内
最
大
の
巨

木
と
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
平
成
元

年（
１
９
８
９
）

月
に
は
、
兵
庫

１２

県
の
郷
土
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
な
セ
ン
ダ
ン

の
木
に
も
、樹
勢
の
衰
え
が
見
え
て

き
ま
し
た
。本
来
、セ
ン
ダ
ン
と
い
う 樹勢を回復したころのセンダン

第92回

東河のシンボル「センダン東河のシンボル「センダン」」
～和田山・東河地域の歴史文化～和田山・東河地域の歴史文化～～
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リ
ー
ン
但
馬

万
人
作
戦
を
展
開

１０

ククク住
民
参
加
に
よ
る
環
境
美
化
を
通
じ

て
美
し
い
但
馬
づ
く
り
を
目
ざ
す「
ク
リ
ー

ン
但
馬

万
人
大
作
戦
」が
、５
月

日

１０

３１

に
生
野
、山
東
、朝
来
地
域
、６
月

日
１４

に
和
田
山
地
域
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

全
市
で
１
万
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
、道
路

沿
い
や
河
川
敷
な
ど
で
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。今
年
も
朝
来
市
建
設
業
協
会

等

社
の
協
力
で
、ト
ラ
ッ
ク

台
に
よ
っ

４９

５２

て
集
め
ら
れ
た
ご
み
は
、高
田
の
南
但
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
運
び
込
ま
れ
ま
し
た
。

な
お
、今
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
で
は
、不

燃
ご
み
・
可
燃
ご
み
９

㌧
の
ほ
か
、古
タ

イ
ヤ
、廃
家
電
、ス
ク
ラ
ッ
プ
な
ど
、昨
年

と
ほ
ぼ
同
量
の
ご
み
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

多くの皆さんのご協力ありがとうございました

６
月
２
日
の
第

回
市
議
会
定
例

１３

会
で
の
任
命
同
意
を
受
け
、藤
井
義
正

ふ

じ

い

よ

し

ま

さ

氏（
桑
原
区
）が
再
び
教
育
委
員
に
６

月
７
日
付
で
任
命
さ
れ
、６
月

日
に

１１

行
わ
れ
た
教
育
委
員
会
臨
時
会
で
は
、

引
き
続
き
委
員
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

委員長職務代行者

松本みゆきさん
まつもと

（生野２区）

任期：平成２８年５月２３日まで

委員長

藤井
ふじい

義正さん
よしまさ

（桑原区）

任期：平成３１年６月６日まで

育
委
員
の
任
命
と
委
員
会
構
成

朝
来
市
教
育
委
員
会

教教教

教育長

垣尾
かきお

幸博さん
ゆきひろ

（和田山新町区）

任期：平成２９年５月３１日まで

委 員

青田
あおた

勉 さん
つとむ

（八代区）

任期：平成３０年５月２３日まで

委 員

照山
てるやま

智浩さん
ともひろ

（諏訪区）

任期：平成２９年５月２３日まで

木
は
や
わ
ら
か
い
木
。加
え
て
専
門

家
の
調
査
に
よ
れ
ば
、腐
朽
菌
で
あ

る「
ナ
ラ
タ
ケ
菌
」の
蔓
延（
ま
ん
え

ん
）に
よ
る
根
茎
の
枯
死
と
判
断
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
上
層

部
の
硬
い
土
壌
に
覆
わ
れ
る
こ
と
で

根
茎
先
端
か
ら
水
分
を
吸
い
上
げ

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
つ
き
止
め
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
こ
と

か
ら
、平
成

年
度（
２
０
０
０
）

１２

か
ら
継
続
的
に
周
辺
の
土
壌
改
良

も
含
め
、治
療
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。平
成

年
度（
２
０
１
０
）に

２２

は
専
門
家
だ
け
で
な
く
地
域
の
皆

さ
ん
や
学
校
児
童
も
参
加
し
て
、本

格
的
な
樹
勢
回
復
事
業
を
実
施
。

そ
の
結
果
、飛
躍
的
に
樹
勢
が
回
復

し
セ
ン
ダ
ン
に
た
く
さ
ん
の
緑
も

戻
っ
て
き
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、
平
成

年（
２
０
１
２
）７
月
、夕
方
５

２４時
ご
ろ
、突
然
に
幹
の
一
つ
が
折
れ

て
落
下
し
た
の
で
す
。原
因
は
幹
の

深
部
に
ま
で
腐
朽
菌（
ヒ
ラ
フ
ス
ベ
）

が
張
り
付
い
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も

の
で
し
た
。今
後
、倒
木
の
恐
れ
も

あ
る
こ
と
か
ら
、児
童
の
安
全
を
第

一
に
考
え
、上
部
の
幹
を
切
断
。た

だ
し
、下
部
の
幹
に
つ
い
て
は
、郷
土

記
念
物
で
あ
る
こ
と
と
、地
元
の
大

切
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら

残
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

以
前
の
よ
う
に
緑
い
っ
ぱ
い
の
セ

ン
ダ
ン
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
地
域
の
大
事
な
記
念
物
。

今
後
も
地
域
の「
宝
」と
し
て
大
事

に
見
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。（

市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
）

現在のセンダンの状況

【
訂
正
】先
月
号
で
紹
介
し
た
小
山

弥
兵
衛
の
墓
は
、東
河
・
野
村
に
あ

る
墓
で
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。な
お
、こ
こ
に
掲
示
し
て
い
る

写
真
が
暦
応
寺
跡（
長
崎
県
壱
岐

り

ゃ

く

お

う

じ

市
）に
あ
る
弥
兵
衛
の
墓
で
す
。

朝
来
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

ト
ピ
ッ
ク
展
示

◆
会
期

９
月

日（
日
）ま
で

２７

◆
会
場

朝
来
市
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー「
古
代
あ
さ
ご
館
」特
別

展
示
室（
大
月
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

朝
来
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

☎（
６
７
０
）７
３
３
０
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な
お
、７
月
に
も
Ｊ
Ｒ
竹
田
駅
の
清

掃
を
実
施
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

県
立
和
田
山
特
別
支
援
学
校（
竹

田
）の
高
等
部
の
生
徒
８
人
が
、作
業
学

習
と
し
て
、５
月

日
、竹
田
地
区
コ

２７

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
清
掃
し
ま
し
た
。

同
校
高
等
部
で
は
、あ
い
さ
つ
や
報
告
、

連
絡
、相
談
と
い
っ
た
社
会
生
活
に
必
要

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
伸
ば
す
た

め
、こ
れ
ら
の
要
素
が
満
遍
な
く
求
め
ら

れ
る
清
掃
学
習
に
注
目
。掃
除
機
の
か

け
方
や
ほ
う
き
の
使
い
方
を
練
習
し
、清

掃
区
域
や
分
担
な
ど
を
話
し
合
っ
て
決

め
る
経
験
も
重
ね
て
き
ま
し
た
。今
回
の

清
掃
活
動
は
、そ
れ
ら
成
果
に
つ
い
て
の

確
認
と
、地
域
の
た
め
に
活
動
し
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

校校
外
清
掃
実
習
を
実
施

和
田
山
特
別
支
援
学

校
外
清
掃
実
習
を
実
施

和
田
山
特
別
支
援
学
校校

市
内
４
つ
の
中
学
校
で
、６
月
１
日

か
ら
５
日
ま
で
の
期
間「
ト
ラ
イ
や
る
・

ウ
ィ
ー
ク
」が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、県
内
の
中
学
２
年
生
が
対

象
。５
日
間
に
わ
た
っ
て
職
場
体
験
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
域
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
通
じ
て
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
に
自
分
の
生
き
方

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
お
う
と

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
朝
来
市
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、梁

瀬
中
学
校
の
生
徒
３
人
が
、

発
掘
さ
れ
た
遺
物
の
整
理
や

洗
浄
、
円
筒
埴
輪
の
製
作
、

は
に
わ

館
内
で
の
案
内
業
務
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。

トト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

中
学
２
年
生
が
職
場
体
験

中
学
２
年
生
が
職
場
体
験

円筒埴輪づくりに取り組む生徒たち
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６
月
７
日
、多
々
良
木
の
ダ
ム
湖

周
辺
で「
第

回
た
た
ら
ぎ
ダ
ム
湖
マ

３０

ラ
ソ
ン
大
会
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん

に
ダ
ム
湖
周
辺
の
さ
わ
や
か
な
新
緑

を
楽
し
み
な
が
ら
走
っ
て
も
ら
お
う
と

す
る
も
の
で
、朝
来
市
の
Ｐ
Ｒ
と
と
も

に
、健
康
増
進
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
活

性
化
を
目
ざ
し
、毎
年
こ
の
時
期
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
に

約
１
千
人
が
参
加
し
た
の
を
は
じ
め
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
２
㌔
、５
㌔
、

㌔
の
各

１０

部
門
に
、全
国
各
地
か
ら
あ
わ
せ
て
約

２
千
３
０
０
人
が
参
加
。あ
さ
ご
芸

術
の
森
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
、高

今今
年
は
２
千
３
０
０
人
が
参
加

た
た
ら
ぎ
ダ
ム
湖
マ
ラ
ソ
ン
大

今
年
は
２
千
３
０
０
人
が
参
加

た
た
ら
ぎ
ダ
ム
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会会

多くの人が訪れました

６
月
６
日
、市
役
所
山
東
庁
舎
駐

車
場
で「
第
３
回
山
東
ほ
た
る
祭
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

梁
瀬
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
開

か
れ
て
い
る
こ
の
催
し
。交
流
ス
テ
ー
ジ

で
は
、バ
ン
ド
演
奏
、虎
臥
陣
太
鼓
の
披

露
、歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
ほ
か
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
若

草
寮
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ダ
ン
ス
な

ど
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
に
よ
る
、

飲
み
物
や
食
べ
物
、バ
ザ
ー
な
ど
の
出

店
も
あ
り
、訪
れ
た
人
た
ち
は
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

低
差
約
１
０
０

㍍

の
コ
ー
ス
を
駆
け

抜
け
ま
し
た
。

イイ
ベ
ン
ト
で
地
域
活
性
化
を

山
東
ほ
た
る
祭

イ
ベ
ン
ト
で
地
域
活
性
化
を

山
東
ほ
た
る
祭
りり

白バイを先頭にスタートを切ったジョギング２㌔の部

すみずみまでていねいに
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あ
さ
ご
元
気
産
業
創
生
セ
ン
タ
ー
は
、

６
月

日
、埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で

２１

「
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｏ
大
学
」を
開
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、市
の
活
性
化
へ
向
け
、さ
ま
ざ

ま
な
業
種
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
築
く
こ
と
で
、新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

な
ど
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。今
年
３
月
の
キ
ッ
ク
オ
フ
交
流
会

を
受
け
、初
め
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
約

人
が
参
加
、は
じ
め
に

４０

４
つ
の
分
科
会
で
テ
ー
マ
ご
と
に
話
し
合

わ
れ
た
内
容
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。続
い

て「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
考
」と
題
し
、豊
岡

市
の
中
田
工
芸
社
長
の
中
田
孝
一
さ
ん

な

か

た

こ

う

い

ち

が
講
演
、「〝
ら
し
さ
〟を
大
事
に
す
る
こ
と

新新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｏ
大
学
が
ス
タ
ー

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｏ
大
学
が
ス
タ
ー
トト

が
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
。」な

ど
と
説
明
し
ま
し
た
。

開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、観
光
で
銀
山
に
訪
れ
る

人
た
ち
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康
な
ど

を
祈
願
す
る
た
め
、毎
年
こ
の
時
期
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、地
元
で
あ
る
小
野
区
や
シ

ル
バ
ー
生
野
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
約
３

０
０
人
が
参
加
。招
か
れ
た
行
者
の
皆

さ
ん
に
よ
っ
て
、会
場
に
設
置
さ
れ
た
護

摩
壇
に
火
が
つ
け
ら
れ
る
と
、立
ち
上
る

煙
の
中
、願
い
事
が
書
か
れ
た
護
摩
木

が
炊
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、護
摩
壇
が
燃
え
落
ち
た
後
に

は
、炭
が
は
し
ご
状
に
並
べ
ら
れ
、そ
の
上

を
念
じ
な
が
ら
渡
る「
火
渡
り
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。

６
月

、

日
の
両
日
、朝
来
地
域

１３

１４

で「
第

回
あ
さ
ご
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

１３

ン
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、花
と
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を

目
ざ
そ
う
と
、朝
来
花
い
っ
ぱ
い
協
会

を
中
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
も
の
で

す
。朝

来
地
域
の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め

て
作
っ
た
家
庭
や
グ
ル
ー
プ
の
花
壇
な

ど

か
所
が
公
開
さ
れ
、配
布
さ
れ
た

１２
マ
ッ
プ
を
手
に
、色
と
り
ど
り
の
季
節

の
花
や
草
木
を
楽
し
み
な
が
ら
め
ぐ
る
、

家
族
連
れ
や
グ
ル
ー
プ
の
姿
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。

美美
し
い
花
々
を
楽
し
む

あ
さ
ご
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

美
し
い
花
々
を
楽
し
む

あ
さ
ご
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ンン

燃燃
え
る
炎
に
願
い
を
込
め
て
金
香
瀬
不
動
尊
大
護
摩
大

燃
え
る
炎
に
願
い
を
込
め
て
金
香
瀬
不
動
尊
大
護
摩
大
祭祭

５
月

日
、史
跡

生
野
銀
山
駐
車

３１

場
で
、金
香
瀬
不
動
尊
大
護
摩
大
祭
が

か

な

が

せ

ふ

ど

う

そ

ん

お

お

ご

ま

た

い

さ

い

６
月

日
、和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー

１４

ホ
ー
ル
で
、「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
暮
ら

し
に
役
立
つ
ネ
ッ
ト
利
用
」と
題
し
、
記

念
公
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
約

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

６０

記
念
公
演
で
は
、総
務
省
近
畿
総
合

通
信
局
の
竹
田
剛
城
さ
ん
が「
青
少
年
の

た

け

だ

よ

し

き

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
心
、安
全
な
利
用
」

を
テ
ー
マ
に
、事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
ネ
ッ

ト
利
用
の
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。ま
た
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、近
く
開
設
さ
れ
る
朝
来
市
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
に
つ
い
て
、情
報
発
信
の
あ
り

方
な
ど
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ネネ
ッ
ト
利
用
と
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
つ
い
て
考
え

ネ
ッ
ト
利
用
と
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
つ
い
て
考
え
るる

ポータルサイトについて意見を交換する皆さん

勢いよく炎を上げる護摩壇

平成２７年７月平成２７年７月号号11

TTownTopicTownTopicss ～まちのわだい～～まちのわだい～

皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。 秘書広報課 ☎672-611３

新しい参加者も随時募集しています

見事な庭や花壇が披露されました（６月１４日多々良木）
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大
学
生
等
を
対
象
と
し

た
就
職
面
接
会
で
す
。

▽
日
時

８
月
７
日

、
（金）

午
後
１
～
４
時（
受
付
正

午
～
）

▽
会
場

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｋ
Ｏ

Ｓ
Ｈ
Ｏ（
豊
岡
市
日
高
町
土

居
）

▽
対
象

①
来
春
大
学
・
短
大
・
各
種

専
門
学
校
等
を
卒
業
予
定

の
人

②
３
年
以
内
大
学
等
既
卒

者（
平
成

年
３
月
以
降
に

２５

卒
業
し
た
人
）

③
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
希
望
す

る
人

※
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

「
受
付
票
」を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
入
手
し
、記
載
の
う

え
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
企
業
は
８
月
か
ら

兵
庫
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

☎
０
７
９
６（

）３
１
０
１

２３

県
は
、新
規
学
卒
者
、Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
の
面

接
選
考
時
に
旅
費
を
支
給

す
る
中
小
企
業
に
、そ
の
半

額
を
助
成
す
る「
ふ
る
さ
と

企
業
就
職
活
動
支
援
事

業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
企
業

但
馬
地
域
に
本
社
ま
た

は
主
た
る
事
業
所
を
置
き
、

新
規
学
卒
者
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
就
職
希
望
者
に
対
し
、面

接
等
旅
費
を
支
給
す
る
中

小
企
業（
正
社
員
採
用
を
目

的
と
し
た
面
接
等
に
限
る
）

▽
面
接
対
象
者

①
新
規
学
卒
者（
平
成
２８

年
３
月
卒
業
予
定
者
。た
だ

し
高
校
生
は
対
象
外
）

②
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
希
望

者（
現
在
但
馬
外
に
居
住
し
、

採
用
予
定
時

歳
未
満
）

４５

▽
助
成
額

事
業
主
が
負
担
し
た
旅
費

の
１
／
２
以
内（
１
０
０
円

未
満
切
捨
て
）

◎
１
人
５
万
円
を
上
限

◎
１
千
円
未
満
は
対
象
外

◎
１
人
１
回
限
り
の
助
成

◎
新
規
学
卒
者
の
面
接
選

考
は
８
月
１
日

以
降
の

（土）

み
対
象

▽
問
い
合
わ
せ

但
馬
県
民
局
地
域
政
策
室

産
業
観
光
担
当

☎
０
７
９
６（

）３
６
８
６

２６

銀
の
馬
車
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
は
、銀
の
馬
車
道

絆（
き
ず
な
）フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

７
月

日

、

２６

（日）

午
前

時
～
午
後
３
時

１０

３０

分▽
会
場

神
河
町
中
央
公

民
館
グ
リ
ン
デ
ル
ホ
ー
ル
周

辺（
神
河
町
寺
前
）

▽
内
容

人
情
喜
劇「
銀
の

馬
車
道
」第
２
幕
公
演
、沿

線
の
グ
ル
メ
・
ス
イ
ー
ツ
が
楽

し
め
る「
銀
の
馬
車
道
マ
ル

シ
ェ
」「
お
や
つ
コ
ン
テ
ス
ト
」な

ど※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。来
場
に
は
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
Ｊ

Ｒ
寺
前
駅
徒
歩
約
５
分
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

銀
の
馬
車
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
事
務
局

（
中
播
磨
県
民
セ
ン
タ
ー
県
民
課
内
）

☎
０
７
９（
２
８
１
）９
０
５
９

市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

※お知らせページに掲載する広告を募集しています。詳しくは秘書広報課（☎６７２－６１１３）へ。

情情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
A
s
a
g
o
L
ife

暮らしのお知らせ

お
知
ら

お
知
ら
せせ

《福祉医療受給者証の更新につい《福祉医療受給者証の更新についてて》》
◆福祉医療制度は、乳幼児・こども、高齢者、重度障害者や母子家

庭・父子家庭の皆さんが安心して生活できるよう、医療費の自己負

担額の一部を助成するものです。

◆受給者証の有効期間は原則１年間（７月１日～翌年６月３０

日）で、毎年６月中に所得等の各要件を確認することで更新し、該

当するみなさんには６月末に新しい受給者証を送付しています。受

給者証裏面の注意事項をよく読んでご使用ください。

※兵庫県外の保険医療機関等では福祉医療受給者証が使用できませ

ん。健康保険証のみで受診後、市民課または各支所の窓口へ申請（領

収書を添付）すると、助成を受けることができます。

※この福祉医療は、幼稚園や学校などでのけが等に伴う受診には使用で

きません。（スポーツ振興センターの見舞金付きの給付を優先します）

第第108第108回回 国国 のの保保 ひひ ろろ ばば

ふ
る
さ
と
企
業
就
職
活
動

支
援
事
業
助
成
金

■問い合わせ先
市民課☎６７２－６１２０ 生野支所地域振興課☎６７９－２２４０
山東支所地域振興課☎６７６－２０８０ 朝来支所地域振興課☎６７７－１１６５

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
イ
ン
た
じ
ま
２
０
１
５

■問い合わせ先 社会教育課 ☎６７７－２１１６

ラジオ体操講習会・巡回みんなのラジオ体操会を開催します
◆講習会 ７月１８日（土）、午後２時から あさご・ささゆりホール

◆ラジオ体操会 ７月１９日（日）、午前６時３０分から 市内３か所

詳細は市ホームページ、市の窓口などで配布しているチラシをご覧ください。

銀
の
馬
車
道

絆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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県
は
、但
馬
地
域
の
都
市

計
画
の
方
向
性
を
示
す「
都

市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
係
る
説
明
会
」を
開
催

し
ま
す
。

▽
日
時

７
月

日

、

２５

（土）

午
後
７
～
８
時

▽
会
場

豊
岡
市
役
所

（
豊
岡
市
中
央
町
）

▽
内
容

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
及
び
保
全
の
方
針（
都

市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
）の
見
直
し
案（
素
案
）に
つ

い
て
の
説
明

※
見
直
し
案
の
閲
覧
は
、８

月

日

ま
で
の
期
間
、兵

２８

（金）

庫
県
都
市
計
画
課
、朝
来

市
都
市
開
発
課
で
行
い
ま
す
、

ま
た
、兵
庫
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
そ
の
他

素
案
に
対
す
る
ご
意
見

等
に
つ
い
て
は
、別
途
、公
聴

会
を
実
施
し
ま
す
。

会
場
の
定
員（

人
）以

４０

上
の
来
場
者
が
あ
る
場
合
は
、

入
場
制
限
を
行
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
県
土
整
備
部
ま
ち
づ
く
り
局

都
市
計
画
課

☎
０
７
８（
３
６
２
）３
５
７
８

http://w
eb.pref.hy

ogo.lg.

jp/tow
n
/cate3_201.htm

l

公
立
豊
岡
病
院
組
合
は
、

保
有
財
産
売
却
に
か
か
る
一

般
競
争
入
札（
公
募
）を
実

施
し
て
い
ま
す
。

▽
売
却
物
件
一
覧

※
詳
し
い
案
内
書
は
公
立

豊
岡
病
院
組
合
総
務
部
出

納
室
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
期
間

月
９
日

１０

ま
で

（金）▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

公
立
豊
岡
病
院
組
合
出
納
室

☎
０
７
９
６（

）６
１
１
１

２２

h
ttp
://w
w
w
.to
y
o
o
k
a

h
p
-k
u
m
iai.o
r.jp

日
常
生
活
の
中
で
異
変
に

気
づ
い
た
際
に
、匿
名
で
も

気
軽
に
通
報
・
相
談
で
き
る

電
話
相
談
窓
口
を
、兵
庫
県

と
兵
庫
県
警
察
が
共
同
で

開
設
し
て
い
ま
す
。

内
容
に
応
じ
て
県
・
市
町

専
門
相
談
機
関
や
警
察
な

ど
に
迅
速
・
適
切
に
つ
な
ぐ
こ

と
で
、事
件
等
の
未
然
防
止

や
早
期
発
見
を
図
り
ま
す
。

▽
電
話
番
号

☎
０
７
８（
３
４
１
）１
３
２
４

（
い
ざ
ツ
ー
ホ
ー
）
※
電
話
相
談
の
み

▽
開
設
日
時

月
～
金
曜

日
、午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
祝
日
、

月

日
～
１
月

１２

２９

３
日
を
除
く
）

姫
路
を
舞
台
に
、昭
和
以

降
の
資
料
・
画
像
な
ど
を
展

示
し
ま
す
。

▽
会
場

兵
庫
県
立
歴
史

博
物
館（
姫
路
市
本
町
）

▽
会
期

８
月

日

ま

３０

（日）

で（
月
曜
休
館
・
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）

▽
観
覧
料
金

大
人
５
０

０
円
、大
学
生
３
５
０
円
、

高
校
生
２
５
０
円
、小
・
中

学
生
無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
立
歴
史
博
物
館

☎
０
７
９（
２
８
８
）９
０
１
１

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
が
お
得

に
な
る「
ひ
ょ
う
ご
木
づ
か
い

王
国
ポ
イ
ン
ト
」が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

▽
内
容

平
成

年
中
に

２７

県
内
の
施
工
業
者
と
契
約
を

結
び
、県
産
木
材
を
使
用
し

て
家
を
建
て
る
・
リ
フ
ォ
ー
ム

す
る
皆
さ
ん
へ
、県
か
ら
神
戸

ビ
ー
フ
な
ど
の
農
林
水
産
品

等
と
交
換
で
き
る「
ひ
ょ
う
ご

木
づ
か
い
王
国
ポ
イ
ン
ト（
１

ポ
イ
ン
ト
＝
１
円
相
当
）」を
、

新
築
・
増
改
築
は

万
ポ
イ

１５

ン
ト
、リ
フ
ォ
ー
ム
は
３
万
ポ

イ
ン
ト
発
行
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://k
id
u
k
a
io
u
k
o
k
u

.n
et/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

「
ひ
ょ
う
ご
木
づ
か
い
王
国

ポ
イ
ン
ト
」事
務
局

☎
０
７
８（
３
６
６
）５
９
５
５

税
関
で
は
、終
戦
後
に
外

地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
人

た
ち
が
、税
関
な
ど
に
預
け
た

通
貨
や
証
券
な
ど
を
返
却
し

て
い
ま
す
が
、保
管
さ
れ
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
数

あ
り
ま
す
。心
当
た
り
の
あ
る

人
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
保
管
し
て
い
る
通
貨
・
証
券

◎
上
陸
地
の
税
関
、海
運
局

に
預
け
た
通
貨
、証
券
類

◎
帰
国
前
に
在
外
公
館
や

日
本
人
自
治
会
等
に
預
け
た

通
貨
、証
券
類
の
う
ち
、そ
の

後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

▽
問
い
合
わ
せ
先

神
戸
税
関
監
視
部
特
別
監
視
官

（
第
１
担
当
）

☎
０
７
８（
３
３
３
）３
１
２
２

◎兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス ☎０１２０－９７９－４５１（７月のテーマ）【月曜】娘に子どもができなかったら

税固定 資 産 税 ２期

国民健康保険税 １期

納期 ７月３１日（金）まで

７月の税７月の税

平
成

年
度
公
立
豊
岡
病
院
組
合

２７

保
有
財
産
売
却

ひ
ょ
う
ご
地
域
安
全

Ｓ
Ｏ
Ｓ
キ
ャ
ッ
チ
電
話
相
談

県
立
歴
史
博
物
館
特
別
企
画
展

「
姫
路
今
む
か
し
p
a
r
t
Ⅱ
」

備考
売却
価格

面積
（㎡）

所在地

空地
６７０
万円

３２９.２１
豊岡市
千代田町
２－８

建物付
３４０
万円

９５.５７
豊岡市
大磯町
２３６－７他

ひょうご被害者支援センター【ホームページ http://www.supporthyogo.org/】
ひょうご被害者支援センターは、犯罪や災害等の被害者やその家族を精神的に支援する

民間の団体で、被害者支援のための電話相談や面接相談を実施しています。（相談料・無料）

◆電話相談 ☎０７８（３６７）７８３３ 受付・火・水・金・土（祝日を除く）午前１０時～午後４時

◆面接相談 法律相談（弁護士による法律相談）心理相談（臨床心理士によるカウンセリング）

※面接相談は随時行いますが、電話相談による事前予約が必要です。

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
説
明
会

ひ
ょ
う
ご
木
づ
か
い
王
国

税
関
が
保
管
し
て
い
る
通
貨
・
証
券
類
の
返
還
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暮らしのお知らせ
市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

市
は
、温
水
プ
ー
ル
の
利

用
促
進
の
一
環
と
し
て
、モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象

次
の
す
べ
て
の
条

件
に
あ
て
は
ま
る
人

①
温
水
プ
ー
ル
の
利
用
促

進
の
一
環
と
し
て
、健
康
維

持
・
増
進
の
た
め
に
温
水

プ
ー
ル
を
利
用
し
て
み
た
い

と
考
え
て
い
る
人
。

②
市
内
に
在
住
・
在
勤
し
、

満

歳（
４
月
１
日
現
在
）

１８
以
上
で
、過
去
１
年
以
内
に

市
内
温
水
プ
ー
ル
を
５
回

以
上
利
用
し
た
こ
と
が
無
く
、

申
込
書
に
記
載
の
内
容
に
同

意
い
た
だ
け
る
人
。

▽
モ
ニ
タ
ー
期
間

登
録
か

ら
６
か
月
間
。そ
の
間
に
つ
い

て
の
施
設
利
用
料
は
無
料
と

し
ま
す
。期
間
中
、概
ね
月
５

回
以
上
利
用
し
、健
康
管
理

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

等
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
募
集
定
員

朝
来
市
温

水
プ
ー
ル
２
施
設「
エ
ス
ポ

ワ
」「
く
じ
ら
」で
計

人
２０

▽
申
込
み

各
支
所
・
窓
口

ま
た
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、７
月

日

ま
で
に

３１

（金）

社
会
教
育
課
へ
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

☎（
６
７
７
）２
１
１
６

海
上
保
安
庁
は
、平
成
２８

年
４
月
入
校（
採
用
）の
海

上
保
安
大
学
校
、海
上
保

安
学
校
の
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

《
海
上
保
安
大
学
校
学
生
》

▽
受
験
資
格

①
平
成

年
４
月
１
日
現

２７

在
で
、高
等
学
校（
同
等
を

含
む
）を
卒
業
し
た
日
の
翌

日
か
ら
２
年
を
経
過
し
て
い

な
い
人
②
平
成

年
３
月

２８

ま
で
に
高
等
学
校（
同
等
を

含
む
）を
卒
業
見
込
み
の
人

▽
受
付
期
間

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
…
８
月

日

～

２７

（木）

９
月
７
日

、郵
送
・
持
参

（月）

…
８
月

日

～

日

２７

（木）

３１

（月）

▽
試
験
日（
１
次
）

月
１０

日

、

月
１
日

３１

（土）

１１

（日）

《
海
上
保
安
学
校
学
生
》

▽
受
験
資
格

①
平
成

年
４
月
１
日
現

２７

在
で
、高
等
学
校（
同
等
を

含
む
）を
卒
業
し
た
日
の
翌

日
か
ら
５
年
を
経
過
し
て
い

な
い
人
②
平
成

年
３
月

２８

ま
で
に
高
等
学
校（
同
等
を

含
む
）を
卒
業
見
込
み
の
人

▽
受
付
期
間

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
…
７
月

日

～

２１

（火）

日

、郵
送
・
持
参
…
７

３０

（木）

月

日

～

日

２１

（火）

２３

（木）

▽
試
験
日（
１
次
）

９
月

日
２７

（日）

《
問
い
合
わ
せ
先
》

姫
路
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
０
７
９（
２
３
１
）５
０
６
３

県
は
、地
域
防
災
の
担
い

手
を
養
成
す
る「
ひ
ょ
う
ご
防

災
リ
ー
ダ
ー
講
座
」の
受
講

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
日
程

９
月
～
平
成
２８

年
１
月
の
期
間
中

日
間

１０

▽
会
場

村
岡
老
人
保
健

セ
ン
タ
ー（
香
美
町
村
岡
区
）

▽
対
象
者
・
定
員

但
馬
地

域
在
住
・
在
勤
の
人
・

人
５０

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

▽
受
講
料

無
料

※
講
座
終
了
後
は
、県
知
事

か
ら
の
修
了
証
と「
ひ
ょ
う
ご
防

災
」リ
ー
ダ
ー
の
称
号
を
授
与

し
、日
本
防
災
士
機
構
が
認

定
す
る
防
災
士
資
格
取
得
試

験
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

▽
申
込
み

所
定
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、７
月

日

（
必
着
）ま

３１

（金）

で
に
但
馬
県
民
局
総
務
防

災
課
へ
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

但
馬
県
民
局
総
務
防
災
課

☎
０
７
９
６（

）３
６
１
６

２６

募

集

募

集

朝
来
市
温
水
プ
ー
ル

利
用
健
康
管
理
モ
ニ
タ
ー

海
上
保
安
大
学
校
・
海
上
保
安
学
校

平
成

年
度
但
馬
地
域

２７

ひ
ょ
う
ご
防
災
リ
ー
ダ
ー
講
座

平成27年度人権問題文芸作品「のじぎく文芸賞」
県と（公財）兵庫県人権啓発協会は、「のじぎく文芸賞」の作品を募集しています。◆募集作
品「人権の大切さ」や「思いやり」、「支え合うことの素晴らしさ」など、人権文化の創造や人
権課題の解決に関する内容の文芸作品［小説、随想（手記・作文）、詩、創作童話］で、インター
ネット上を含む未発表・未投稿の自作の作品に限ります。◆対象県内在住、在勤、在学する人。
◆募集期限９月１０日（木）◆問い合わせ先（公財）兵庫県人権啓発協会 ☎０７８（２４２）５３５５
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【火曜】４月の改定で介護はどう変わったか!?②【水曜】高齢者の肺炎と結核【木曜】血液中の尿酸値と寿命【金土日】夏の皮膚トラブル～虫刺され～
に ょ う さ ん ち

各 種 相 談 の ご 案 内

時：日時 場：場所 問：問い合わせ 予：予約

和田山ジュピターホール
☎６７２－１０００ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

Giselle４DancePlanet《全席指定》前売券好評発売中

公演日：７月１９日（日）／開演：午後４時／料金：１,５００円

ホール・美術館の催し ●詳細は各施設で確認してください

人権相談（無料） 人権問題に関する相談
時 ７月９日（木） 午後１時３０分～３時
場 生野保健センター、市役所西館２階相談室、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 人権推進課 ☎６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料） 女性が抱えるさま
ざまな悩みや問題の相談に応じます（予約制）
時 ７月８日（水） 午後０時３０分～３時３０分
場 市役所西館２階相談室
問・予 人権推進課 ☎６７２－６１２２

行政相談（無料） 官公庁の仕事の苦情や意
見・要望などの相談に応じます
時 ８月１７日（月） 午前１０時～１１時３０分
場 生野保健センター、市役所西館２階相談室、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 市民課 ☎６７２－６１２０

身体障害者相談（無料） 障害に関する相談
時 ８月３日（月） 午後１時～４時
場 朝来老人福祉保健センター
問 社会福祉課 ☎６７２－６１２３

司法書士による法律相談会（無料） 司法書士による
登記・相続・多重債務などの法律相談（予約制）
時 ８月１日（土） 午後１時～４時
場 和田山ジュピターホール会議室
問・予 兵庫県司法書士会但馬支部 ☎６７６－３３６８

総合法律センター南たじま相談所 弁護士による法
律相談（予約制・１回３０分・相談料５，４００円）
時 ７月２３日（木） 午後１時～３時
場 和田山老人福祉センター
問・予 兵庫県弁護士会 ☎０７８－３５１－１２３３

若者就労・支援に関する相談会（無料） 若者サポート
ステーションは若者未就業者の就労自立に向け
た相談に応じます
時 毎週水曜日 午後１時～４時
場 山東公民館２階小会議室
問・予 労協若者サポートステーション豊岡 ☎０７９６－３４－６３３３

■問い合わせ先 和田山地域振興課 ☎６７２－６１３７

森はな先生からのメッセージ
～市原悦子さんを迎えて～

◆日時７月２５日（土）、午後２時３０
分開演 ◆会場 和田山ジュピター
ホール（玉置）◆出演 市原

い ち は ら

悦子さん
え つ こ

（森はな作品の朗読とお話）、大蔵小

学校４～６年生の皆さん（歌物語

「じろはったん」）◆料金 大人１,０００
円 高校生以下５００円（全席自由）

※未就学児の入場はご遠慮ください

市原悦子さん

べビクラ！（ベビーカーで行く、クラシックコンサート）《全席自由》

公演日：９月１９日（土）／開演：午後１時３０分

料金：大人５００円小学生以下無料 前売券発売日７月１８日（土）

☎６７２－６１１４ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

あさご・ささゆりホール

あさご芸術の森美術館 ☎６７０－４１１１ 休水曜日、祝日の翌日
（水曜日が祝日の場合はその翌日）

神戸ゆかりの美術館所蔵「港町神戸が育んだ芸術家たち」展 会期：７月１２日（日）まで

没後１０年淀井敏夫展 会期：７月１８日（土）～９月６日（日）

入館料大人５００円／大学生・高校生３００円／小・中学生２００円

☎６７６－４５８７ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合開館）

ステンドグラスと古布細工展（ステンドインセクトチカミ）会期：７月１２日（日）まで

書・あずさ作品展 会期：７月１６日（木）～８月２日（日）

ヒメハナ公園ウツギの館

☎６７９－４４４８ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

銀谷の七夕 期日：７月５日（日）

「草木染」小西康博展 会期：７月３１日（金）まで

さをり夏色展 会期：８月２日（日）～３０日（日）

生野まちづくり工房井筒屋

生野マインホール

～飯面雅子が砂でかなでる物語～サンドアート・ファンタジア２０１５in生野マインホール

《全席指定》前売券好評発売中 公演日：８月２日（日）

開演：午後２時／料金：大人２，０００円 高校生以下１,０００円

☎６７９－４５００ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

但馬ドームサマーミュージアム『豊かな自然～神鍋高原に広がる山野草～』
◆会期 ８月１日（土）～３１日（月）※入場無料 ◆会場 県立但馬ドーム（豊

岡市日高町名色）◆内容 神鍋高原で見られる山野草の写真・パネルなど

◆問い合わせ先 県立但馬ドーム☎０７９６－４５－１９００
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壊
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壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

高高
齢
者
叙
勲

高
齢
者
叙
勲

昭
和

年
３
月
、粟
鹿
中
学
校
に
教
諭
と
し
て

２３

奉
職
、以
来
約

年
に
わ
た
り
生
徒
の
個
性
を
重

４０

視
し
た
教
育
を
実
践
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、黒
川
中

学
校
、糸
井
小
学
校
、梁
瀬
小
学
校
の
校
長
な
ど

の
要
職
を
歴
任
さ
れ
た
ほ
か
、退
職
後
は
山
東
町

教
育
委
員
会
に
勤
務
さ
れ
る
な
ど
、地
域
の
教
育

行
政
の
発
展
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 田路 勉さん

と う じ つとむ

（滝田区）

瑞宝双光章
【教育功労】

昭
和

年

月
、糸
井
中
学
校
に
勤
務
さ
れ
て

２４

１２

以
来
約

年
に
わ
た
り
教
育
一
筋
に
歩
み
、児
童
生

３７

徒
の
豊
か
な
人
間
性
の
涵
養
を
目
ざ
し
た
学
級
・
学

校
経
営
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。ま
た
、黒
川
小
学

校
、奥
銀
谷
小
学
校
、和
田
山
中
学
校
で
校
長
を
務

め
、教
育
を
通
じ
た
地
域
貢
献
、将
来
を
見
据
え
た

先
進
的
な
教
育
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

鈴木
す ず き

承憲さん
しょうけん

（寺内区）

瑞宝双光章
【教育功労】

市
職
員
の
人
事
異
動（
６
月

日
付
）

１６

【
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
】

▼
課
付
課
長
兼
和
田
山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
学
校
給
食
庶
務
係
長

◎
藤
原
貴
美
夫（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
付

課
長
兼
和
田
山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

《
和
田
山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
》

▼
主
査

◎
中
島
加
奈
子（
朝
来
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
査
）

《
朝
来
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
》

▼
主
任
調
理
員

◎
村
上
洋
子（
生
野
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任
調

理
員
）

【
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係
長

◎
田
上
浩
二（
和
田
山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

補
佐
兼
学
校
給
食
庶
務
係
長
）

■
退
職（
６
月

日
付
）

１５

◎
藤
田
茂
樹（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長
補

佐
兼
生
涯
学
習
係
長
）

刑務官採用試験
平成２７年度刑務官採用試験が行われます。

■受付期間 ◎インターネット７月２１日（火）～３０日（木）

※受信有効 ◎郵送・持参７月２１日（火）～２３日（木）※２３

日までの通信日付有効

■試験日（１次） ９月２０日（日）

要件など詳細は、法務省ホームページ（http://www.moj.go.jp/）

などをご覧ください。

■問い合わせ先 法務省矯正局☎０３－３５８０－４１１１

放送大学平成２７年度第２学期（１０月）生
放送大学は、テレビやインターネットを通じて授業を行う通

信制の大学です。心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学

など、多様な分野を学べます。

■出願締切 ８月３１日（月）

■オープンキャンパス（各会場・各日午後１時３０分～）

放送大学兵庫学習センター（神戸市灘区・神戸大学六甲台キャンパス内）

７月１１日（土）、１２日（日）

姫路サテライトスペース（姫路市本町・イーグレひめじ内）

７月１８日（土）、１９日（日）、８月９日（日）

■問い合わせ先

放送大学兵庫学習センター ☎０７８－８０５－００５２

姫路サテライトスペース ☎０７９－２８４－５７８８

第４８回文教府夏期大学
■日時 ８月２９日（土） 午前１０時～午後４時５０分

■会場 豊岡市民会館文化ホール（豊岡市立野町）

■講師 家田
い え だ

荘子さん（作家・高野山真言宗僧侶）、青山繁晴
し ょ う こ あ お や ま し げ は る

さん（独立総合研究所代表取締役）、安藤忠雄さん（建築家）
あ ん ど う た だ お

■会費 ２，０００円（但馬文教府、各市町教育委員会、公民館などで会員券を販売）

■問い合わせ先 県立但馬文教府☎０７９６－２２－４４０７

自衛官募集のお知らせ
試験日（一次）受付期間応募資格種目
９月１９日（土）８月１日（土）～９月８日（火）

１８歳以上
２７歳未満の人

一般曹候補生

受付時にお知らせ年間を通じて受付男子自衛官
候補生 ９月２５日（金）～２９日（火）のうち１日

８月１日（土）～９月８日（火）
女子

９月２３日（水）高卒（見込み含）
２１歳未満の人航空学生

問・自衛隊兵庫地方協力本部豊岡出張所 ☎０７９６－２２－３９７８

南
但
消
防
本
部
は
、生
野
町
竹

原
野
で
４
月

日
に
発
生
し
た
火

３０

災
に
際
し
、初
期
消
火
に
あ
た
っ

た
５
人
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
の
は
、い
ず
れ

も
竹
原
野
区
の
白
瀧
康
利
さ
ん
・

し
ら
た
き
や
す
と
し

須
美
子
さ
ん
夫
妻
、大
河
内
巧
巳

す

み

こ

お

お

か

わ

ち

た

く

み

さ
ん
、白
瀧
英
雄

し

ら

た

き

ひ

で

お

さ
ん
、美
濃
孝
次

み

の

こ

う

じ

さ
ん
の
５
人
。５
月

日
に
生
野

２９

庁
舎
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
は
、

そ
の
う
ち
、白
瀧
康
利
さ
ん（
写
真

左
）、大
河
内
巧
巳
さ
ん（
中
央
）、

白
瀧
英
雄
さ
ん（
右
）が
出
席
し
、

朝
来
消
防
署
の
佐
藤
清
四
郎
署
長

さ

と

う

せ

い

し

ろ

う

か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

初
期
消
火
に
感
謝
状



管理栄養士保健師保育教諭
一般行政職
（土木職）

一般行政職
（社会人経験者）

一般行政職
（文化財専門員）

一般行政職
（身体障害者）

一般行政職
（高校新卒・事務職）

若干名４人程度若干名３人程度若干名
（高校新卒）３人程度

（事 務 職）５人程度
採用予定
人数

昭和５５年４
月２日以降に
生まれた人で、

管理栄養士
免許を有する
人、または同
資格を来春に
取得見込み
の人

昭和５５年４
月２日以降
に生まれた人

で、保 健 師
免許を有する
人、または同
資格を来春
に取得見込
みの人

昭和５５年４
月２日以降に
生まれた人で、

保育士資格と
幼稚園教諭
免許を有する
人、または同
資格と同免許
を平 成２８年
３月末までに
取得見込みの
人

昭和６１年４月
２日以降に生
まれた人で、高

等学校以上の
学校で土木に
関する専門課
程を修了して
卒業した人、ま
たは平成２８年
３月に卒業見
込みの人

昭和５５年４月
２日から平成
元年４月１日

までに生まれ、
民間企業等
（官公庁を含
む）での職務経
験が、平成２８
年３月の時点
で通算して３
年以上（昭和
６２年４月２日
以降に生まれ
た人は２年以
上）ある人

昭和５５年４月２日以
降に生まれ、大学以上
の学校で、史学または

考古学に関する専門
課程を修了し卒業また
は平成２８年３月に卒
業見込みで、次の①②
の要件を満たす人
①学芸員の資格を有
する人、または平成２８
年３月末までに同資
格を取得見込みの人
②埋蔵文化財の発
掘調査の経験を有
する人

身体障害者手帳の交
付を受け、次の①～③
の要件を全て満たす人
①昭和６１年４月２
日以降に生まれ、高等
学校以上の学校を卒
業または平成２８年３
月に卒業見込みの人
②自力で通勤がで
き、かつ、介護なしに
事務職としての職務
の遂行が可能な人
③活字印刷文による
出題と、口述による
面接に対応できる人

（高校新卒）高等
学校を平成２８年
３月に卒業見込

みの人
（事務職）平成元
年４月２日以降
に生まれた人で、
高等学校以上の
学校を卒業した人

受験資格

９月２０日（日） さんとう緑風ホール（山東町楽音寺９５）試験日・会場

職場適応性検査・作文試験・専門試験
職務基礎力試験
職務適応性検査
作文試験

教養試験・職場適応性検査・作文試験試験内容

①受験申込書（市役所本庁総務課・各支所地域振興課で交付 ※市ホームページからも取得可能 ※郵送での請求もできます）
②最終学校卒業証明書または卒業見込み証明書
また、職種区分ごとに次の書類を提出していただきます
【一般行政職（身体障害者）】身体障害者手帳の写し
【一般行政職（文化財専門員）】学芸員資格を有することが確認できる書類の写し、または同資格取得見込み証明書
【保育教諭】保育士資格証明書の写しまたは同資格取得見込み証明書、幼稚園教諭免許状の写しまたは同免許取得見込み証明書
【保健師】保健師免許証の写しまたは同資格の取得見込みが確認できる書類
【管理栄養士】管理栄養士免許証の写しまたは同資格の取得見込みが確認できる書類

提出書類

７月２７日（月）～８月２０日（木）午前８時３０分～午後５時１５分（土曜日・日曜日は除きます・郵送の場合は８月２０日午後５時必着）受付期間

朝来市職員の募集について
■問い合わせ先 総務課 ☎６７２－６１１５

南但消防本部消防職員
平成２８年４月１日付け採用の消防職員を募集します。
■募集職種・人数 消防職…５人程度
■受験資格 平成２年４月２日以降に生まれた人で、高等学
校以上の学校を卒業した人、または、平成２８年３月に高等学校
を卒業見込みの人。
■試験日・会場 ９月２０日（日）・さんとう緑風ホール（教養・作
文試験、適性検査）、９月２１日（月）・南但消防本部（体力試験）
■申込み 南但消防本部管理課、朝来消防署生野出張所、養
父消防署、養父消防署大屋出張所、南但広域行政事務組合総
務課で交付する受験申込書に、必要事項を記入のうえ書類（卒業
（見込み）証明書）を添え、消防本部管理課まで持参・郵送ください。
■受付期間 ７月２７日（月）～８月１９日（水）※土日を除く、
午前８時３０分～午後５時１５分（郵送の場合は８月１９日（水）
午後５時１５分必着）
※詳細は、ホームページ（http://www.nantan.hyogo.jp/fire/）にも
掲載しています。
■問い合わせ先
南但消防本部管理課 ☎６７２－０１１９ ＦＡＸ.６７２－５０４６

公立豊岡病院組合職員
平成２７・２８年度採用の職員を募集しています。
■募集職種・人数 ①理学療法士…若干名②作業療法士…
若干名
■受験資格 当該職種免許を取得または取得見込みの４０歳
以下の人（採用年度４月１日時点）
■試験日・会場 ８月２３日（日）公立豊岡病院組合職員会館

（豊岡市戸牧・公立豊岡病院北側）
■採用予定日 ①平成２７年１０月１日～平成２８年４月１日
の各月１日 ②平成２８年４月１日
■申込み 豊岡病院組合指定の様式に記入し必要書類を添
え８月１４日（金）までに持参または郵送
■申込み・問い合わせ先
公立豊岡病院組合統轄管理事務所総務部人事課
☎０７９６－２２－６１１１ http://www.toyookahp-kumiai.or.jp/

公立八鹿病院組合職員
平成２８年４月１日付け採用予定の職員を募集します。
■募集職種・人数 ①看護師・助産師…３５人②薬剤師③理
学療法士④作業療法士…各１人⑤言語聴覚士⑥介護福祉
士…各３人⑦臨床検査技師…１人⑧事務職員…２人⑨診
療放射線技師…１人
■受験資格 当該職種免許を取得（見込み）（⑧は４年制大
学卒業（見込み））で次の年齢要件に当てはまる人
①昭和４６年４月２日以降に生まれた人②③④⑥昭和６１年
４月２日以降に生まれた人⑤昭和５１年４月２日以降に生ま
れた人⑦⑧平成元年４月２日以降に生まれた人⑨平成４年
４月２日以降に生まれた人
■試験日 ９月１９日（土）（看護師・助産師は８月８日（土）に
も行います）
■受付期間 ８月１７日（月）～９月７日（月）必着（看護師・
助産師の８月試験分は７月２７日（月）必着）※詳細は、ホーム
ページ（http://www.hosp.yoka.hyogo.jp/）をご覧ください。
■申込み・問い合わせ先
公立八鹿病院組合人事会計課 ☎６６２－５５５５

平成２８年４月１日付け採用職員を募集します。

平平成２７年７月平成２７年７月号号17



前
回
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
導
入
に
至
っ
た
背
景
や

メ
リ
ッ
ト
、
利
用
範
囲
に
つ
い

て
触
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は

導
入
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
導
入
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

平
成

年

月
か
ら
住
民
票
を
持

27

10

つ
全
て
の
人
に
対
し
て
、個
人
番
号
を

通
知
す
る
た
め
の「
通
知
カ
ー
ド
」が

送
ら
れ
て
き
ま
す
。

通
知
カ
ー
ド
に
は
、個
人
番
号
カ
ー

ド
の
申
請
書
が
つ
い
て
お
り
、こ
れ
を

提
出
す
る
こ
と
で
平
成

年
１
月
か

28

ら「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」が
交
付
さ
れ
、

個
人
番
号
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、平
成

年
１
月
か
ら
は
、世

29

帯
構
成
や
所
得
な
ど
の
個
人
情
報
を

国
の
行
政
機
関
や
県
、市
な
ど
関
係
機

関
の
間
で
照
会
で
き
る
シ
ス
テ
ム（
情

報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）の

運
用
・
連
携
が
始
ま
り
ま
す
。

ママ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て
何
だ
ろ
う

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て
何
だ
ろ
う
？？

導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
カ
ー
ド
の
取
り
扱

導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
カ
ー
ド
の
取
り
扱
いい

第２回

通
知
カ
ー
ド
と
個
人
番
号
カ
ー
ド

ど
こ
が
違
う
の
？

通
知
カ
ー
ド
に
は
、氏
名
、住
所
、生

年
月
日
、性
別
、個
人
番
号
が
記
載
さ

れ
、個
人
番
号
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
際

に
必
要
と
な
り
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
は
、写
真
が
搭

載
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、１
枚
で
個
人
番

号
の
確
認
と
本
人
確
認
の
両
方
が
行

え
る
も
の
で
す
。

外
国
人
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
を

取
得
で
き
る
の
？

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

外
国
人
住
民
は
、個
人
番
号
が
付
番
さ

れ
、通
知
カ
ー
ド
が
送
付
さ
れ
る
と
と

も
に
、申
請
に
よ
っ
て
個
人
番
号
カ
ー
ド

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
行
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
や

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
は

ど
う
な
る
の
？

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
以
下
、住

基
カ
ー
ド
）は
、日
常
生
活
や
市
町
村

に
お
け
る
本
人
確
認
に
使
う
こ
と
が

で
き
る
ほ
か
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
電
子
申
請（
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
）に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
導
入
後
は
、住
基

カ
ー
ド
は
廃
止
さ
れ
、新
た
に
個
人
番

号
カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
ま
す
が
、現
行

の
住
基
カ
ー
ド
の
機
能
を
基
本
的
に

引
き
継
ぐ
予
定
で
す
。

な
お
、す
で
に
発
行
済
み
の
住
基

カ
ー
ド
や
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

の
電
子
証
明
書
は
、有
効
期
間
内
は
そ

の
ま
ま
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

個人番号利用スケジュール（予定）
個個人番号の付番・通個人番号の付番・通知知平平成２７年１０月平成２７年１０月～～

▼▼
個個人番号カード交付開個人番号カード交付開始始
個人番号利用開個人番号利用開始始平平成２８年１月平成２８年１月～～

▼▼
情情報連携開情報連携開始始
（国の機関間（国の機関間））平平成２９年１月平成２９年１月～～

▼▼
情情報連携開情報連携開始始

（地方公共団体等（地方公共団体等））
平平成２９年７月平成２９年７月～～

個
人
番
号
カ
ー
ド
引
き
換
え
の
時
に

必
要
だ
よ
。大
切
に
保
管
し
て
ね
。

個人番号カードを申請したら、
通知カードはいらなくなるの？

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部
情
報
課

☎（
６
７
２
）６
１
１
７
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８月１３日（木）・１４日（金）小・中学校を閉所します
小・中学校の夏季休業日は、児童生徒は長期休業日となっ

ていますが、教職員は児童生徒の指導（学力補充、部活動な
ど）、職員研修、学校運営にかかる会議や環境整備などを行っ
ています。
夏季休業日中で学校の行事・活動を組まない「お盆」の期

間を、今年度から、教職員のワーク・ライフ・バランス（仕事と生

活の調和）実現の一環として、また、学校施設（光熱費等）維
持費の削減のため、小・中学校の業務を行わないこととし、今
年度は、８月１３日（木）、１４日（金）に小・中学校を閉所します。
この期間、やむを得ず学校への連絡が必要な場合は、学校
教育課までご連絡いただければ、該当の学校へ連絡します。
なお、各学校のグラウンドや体育館を使用する場合は、各公

民館へお申し込みください。
■問い合わせ先 学校教育課 ☎６７７－２１１４・２１１５



（７月号担当：山東公民館）

【お詫びと訂正】 先月６月号に掲載した生野公民館事業「生野歴史講座」の第５回目の開催日が誤っていました。
お詫びして次のとおり訂正いたします。【誤】９月１６日（火） → 【正】９月１日（火）（時間の変更はありません）

叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱

叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱

叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
叱叱叱叱叱叱叱

朝来公民館山東公民館こんにちは、朝来市公民館です。
朝来市公民館では、生涯学習をすすめるため、子ども

から大人までのあらゆる世代を対象に、教室や講座等を
開催しています。今回は、小学生を対象とした特色ある教
室を公民館ごとに紹介します。「地域のすばらしい自然に
親しむ」また「地域のことを良く知る」ということを目的とし
ています。

◆わんぱく教室

【対象】小学５～６年生

（朝来地域）

【内容】間伐枝打ち体験・川遊

び・マラソン距離を歩く・サイク

リングほか

◆ふるさと探検隊

【対象】小学１～６年生

（朝来市全域）

【内容】自然観察・天体観察・

川遊び・酒蔵見学・勾玉作り・

博物館ツアーほか

和田山公民館生野公民館

◆山の教室

【対象】小学４～６年生

（和田山地域）

【内容】山登り（室尾山・氷ノ山

など）・１泊２日のキャンプ・マ

ラソンハイク・しめ縄作り・雪山

散策など

◆こどもチャレンジ教室

【対象】小学１～３年生

（生野地域）

【内容】生野町内散策・竹田

城跡散策・飛行機搭乗体験・

生野特産品を使用した菓子

作り・銀谷のひな祭りへの参加

◆チャレンジ教室

【対象】小学３～４年生

（朝来地区）

【内容】播磨町の児童と１泊

２日のキャンプを実施。（魚の

つかみ取り、宝探しなど）

◆ジュニア英会話教室

【対象】小学１～２年生

（朝来市全域）

【内容】ＡＬＴ（外国語指導

助手）による英会話

「ふるさと教育」の機会として、ぜひ多くの小学生の皆さんの参

加をお待ちしています。

※年度途中からの参加も可能です。各公民館へお問い合わせください。

■山東公民館からのお知らせ 盆踊り講習会
毎年恒例の「盆踊り講習会」がいよいよ７月から始まります！朝来市の無形文化財でもある「山東の踊り」を学べる貴重な機会です。

江戸時代から連綿と伝えられた伝承芸能を体験してみませんか？子どもから大人まで参加できます。ふるってご参加ください。

◆日 時 ７月３日～８月７日の各金曜日・午後８時～１０時 ◆会 場 山東公民館

【但馬高原植物園賞】【テクニカル賞】【グッドデザイン賞】【香美町長賞】【県知事賞】

中島栄子さん
な か し ま え い こ

（久世田区）
岩本秀子さん
い わ も と ひ で こ

（久世田区）
内田英子さん
う ち だ え い こ

（新井３区）
熊谷弘子さん
く ま が い ひ ろ こ

（東谷区）
中地はるみさん
な か じ

（物部区）
寺尾桂子さん
て ら お け い こ

（物部区）

“花”が好きで講座を受講している皆
さんが、確実に力をつけてきた一つの
証です。講師の「花づくりで庭が美しく
なれば、まちがきれいになる。水やりをし
ながら声かけ運動や見守りをすると防
犯につながる。花づくりは人づくり、まち
づくりです。」という指導理念のもと、楽
しく受講し、まちづくりや景観形成につ
いても学び実践しています。
公民館では、受講生自身の技術の

向上だけでなく、将来指導者として公
民館や地域で活躍する人材となってい
ただくことを願っています。今回の受賞
はその第一歩ともいえる快挙です。

和田山公民館講座「ガーデニング講座」受講生とＯＢの６人が６月６日～
１４日に但馬高原植物園（香美町村岡区）で行われた、「コンテナガーデンコン
テスト」（但馬高原植物園主催、応募総数１１０点）で入賞しました！！

コンテナガーデンコンテスト入賞！和田山公民館
講座受講生

平平成２７年７月平成２７年７月号号19



健康コーナー

６月から、定期予防接種の指定医療機関を追加しました。

◆医療機関名 はるかぜ診療所

（☎６６６－８０１６ 和田山町竹田２４８６－７６）

◆予約受付日時・予防接種実施日時

月・火・木・金の午前８時３０分～正午、午後４時～６時

◆予防接種の種類

◎日本脳炎１期…平成７年４月２日～１９年４月１日

までに生まれた２０歳未満の人のみ

◎日本脳炎２期

◎２種（ジフテリア・破傷風）混合

◎子宮頸がん予防

◎高齢者肺炎球菌

健健康康カレカレンンダーダー
７７／１６～８／１７／１６～８／１５５

場 所内 容
曜
日

日月

さんとう緑風ホール総合健診木１６

７
月

さんとう緑風ホール総合健診金１７
山東老人福祉センター離乳食教室水２２
山東老人福祉センターぱくぱく離乳食教室火２８
和田山公民館糖尿病予防教室（栄養講座）木３０
和田山保健センターこころのケア相談（予約制）火４

８
月

和田山保健センター
大蔵地区市民会館

１歳６か月児健診
献血

木６

和田山保健センター３歳児健診金７
※乳幼児健診については、いずれも該当児に個別通知します。

定期予防接種の指定医療機関を追加

■プラスチック製使い捨てライターの分別方法を変更します
これまで『使い捨てライター』は、「ガスを使い切って可燃ごみに出

してください」とお願いをしてきました。しかし、『使い捨てライター』が

原因で、南但クリーンセンター破砕選別装置内の爆発事故・収集

車両の火災が発生したことから、これらを防止するため、今後『使い

捨てライター』は、危険ごみ（不燃ごみ）として分別し、出していただ

くこととしました。

①使い捨てライターの出し方

各ステーションに用意された「不燃ごみ用かご」に、ビニール袋等に

入れて指定された収集日（不燃ごみの日）に出してください。可燃

ごみには入れないようにしてください。

②分別収集実施日

◎使い捨てライターの分別収集は、平成２７年８月から実施します。

◎収集は、不燃ごみ・危険ごみ収集日（第１・第３・（第５）水曜

日）とし、８月５日（水）から収集を開始します。

詳しくは、収集カレンダーをご覧ください。

◆◆◆ お願い・お知らせ ◆◆◆

【可燃ごみ収集券をお持ちの皆さんへ】

段ボール等排出用の「可燃ごみ収集券」は平成２５年４月に廃

止し、すでに購入済の収集券はそのまま使用できる、としていました

が、平成２７年１２月をもって収集券の使用はできなくなります。

今後段ボールは、ＰＴＡ等の実施する集団回収等の資源ごみ

に出していただくようお願いします。

なお、お持ちの収集券は、市指定ごみ袋と交換します。

◎交換場所 市役所本庁市民課、山東庁舎環境課、生野・朝来

支所の各地域振興課、クリーンセンター山東事業所

◎交換期限 １２月２５日（金）まで

【南但クリーンセンターからのお願い】

南但クリーンセンターへのごみの直接持ち込みが多く、施設内が

大変混雑しています。ごみを直接持ち込むときは、スムーズに降ろ

せるよう、可燃ごみ、不燃ごみ、資源ごみ等に分別してください。

皆さまのご協力をお願いします。

地域包括支援センターの 窓高齢者虐待を防ごう！

■問い合わせ先 朝来市地域包括支援センター ☎６７２－６１２５

【朝来市高齢者虐待の通報件数】

２６年度２５年度２４年度２３年度

１８０１２２１３３９０相談・通報件数

２２９１１１１虐待と判断された数

高齢者虐待が社会問題となっており、朝来市でも虐待の
相談件数が増えています。
介護に対する知識がないために、知らず知らずのうちに虐
待してしまっていることもあります。ささいなことや気持ちのす
れ違いが虐待につながることもあります。このように虐待は特
別なことではなく、どこの家庭でも起こりうる問題です。１人
で抱えこまず、専門機関や近くの相談窓口を活用しましょう。
また、虐待を防ぐために、高齢者や介護している家族が孤
立しないよう地域で声かけや見守りなどできることからはじめ
ていきましょう。

虐虐待待 とはどんなこと？
◆身体的虐待 身体に傷を負わせる、暴力を加えることなど
◆心理的虐待 怒鳴る、無視する、恥をかかせるなど
◆経済的虐待 金銭を渡さない、年金や財産を本人の意に

反して使うなど
◆性 的 虐 待 意に反した性的行為を行う、裸のまま放置

するなど
◆介護、世話の放棄 食事や排せつなどの世話をしない、介護

サービスを利用させない など
高齢者虐待についての相談は、電話、来所、訪問などで行っ

ていますので、地域包括支援センターまたは、お近くの高齢者
相談センターまでご連絡ください。
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■問い合わせ先 環境課☎６７６－２０８１



健康コーナー
■問い合わせ先
地域医療・健康課
☎６７２－５２６９（和田山保健センター）

「熱中症」は、室温や気温、湿度が高い環境のなかで、

体内の水分や塩分のバランスが崩れたり、体温調節がう

まくできなくなったりすることで、体内に熱がこもり、筋肉

痛や大量の発汗、吐き気やだるさなどの症状が現れ、重

症化すると意識障害などが起こることをいいます。

屋外だけでなく、室内でじっとしていても発症しますの

で、熱中症について正しい知識を持ち、体調の変化に気を

つけるとともに、周囲への気配りで熱中症を予防しましょ

う。

予防その１…暑さを避ける!

①住まいの工夫

◎扇風機やエアコンで温度を調節する

◎遮光・遮熱カーテンや、すだれ、打ち水を利用する

◎こまめに換気する

◎室温をこまめに確認する

暑さ指数（WBGT）や天気予報を参考にする

※暑さ指数（WBGT）は、環境省熱中症予防情報サイトに登

録すると観測値や予想値が携帯電話やパソコンに提供

されます。（パソコン）http://www.wbgt.env.go.jp/

（スマートフォン）http://www.wbgt.env.go.jp/sp/

（携帯電話）http://www.wbgt.env.go.jp/kt/

② 外出時には、日傘や帽子の着用や日陰の利用、こま

めな休憩をとる。また、天気の良い日は、日中の外出

をできるだけ控える。

③身体の蓄熱を避ける

◎通気性がよく、吸湿性・速乾性のある衣服を着用する。

◎保冷剤、氷、冷たいタオルなどで身体を冷やす。

予防その２…こまめに水分を補給する!

室内、屋外に関わらず、のどの渇きを感じなくても、こま

めに水分・塩分を補給する。

＜注意点＞

○暑さの感じ方は、人によって異なります。

○高齢者は、暑さや水分不足に対する感覚機能が低下

しており、また暑さへの調整機能も低下しているので、

特に注意が必要です。

○子どもは、身長が低くベビーカーも地面に近いため、輻

射熱の影響を受けやすく、体温の調節機能が十分に

発達していないので、より注意が必要です。

市は、市民の皆さん一人ひとりが健康的な生活習慣を

実践し、健康づくりの取り組みを効果的に進めていただくこ

とを目的に、「健康づくりポイント事業」を実施しています。

ぜひ、お申し込みいただき、個人で家庭で地域で健康づ

くりに取り組みましょう。

◆参加対象 １８歳以上の市民の人・市内に在勤する人

◆申込窓口 地域医療・健康課（和田山保健センター）、

市役所本庁・各支所地域振興課

◆ポイント付与期間

平成２７年４月１日（水）～平成２８年３月３１日（木）

（注意）実践手帳は年度ごとの申し込みが必要です。平成

２６年度までに参加していた人で、まだ２７年度の実践手帳

を入手していない場合は、お早めにお申し込みください。

《交換ポイント数の変更》

７月１日（水）からの市指定ごみ袋料金改定に伴い、交

換に必要なポイント数を変更しました。

こころの不調やトラブルはだれにでも起こる可能性が

あり、「眠れない」「気分が沈む」「こもりがちである」などの

心身の症状が出ることがあります。ひとりで悩まずに専門

医や心理士などの相談を受けていただくことをお勧めし

ます。

相談は無料で、秘密は厳守します。お気軽にご相談く

ださい。なお事前に電話などで予約をお願いします。申し

込みは、地域医療・健康課（☎６７２－５２６９）まで。

※日程は１０月までの予定です。今後の開催については広報等で順次お知らせします。

過去の集団予防接種等の際の注射器の連続使用が原

因で、Ｂ型肝炎ウイルスに持続感染したと認定を受けた人

等を対象に、国から給付金が支給されます。

給付金を受け取るためには、救済要件を満たし、病態を

証明する書類などの収集が必要で、その後、訴訟の提起を

します。一連の手続きについては、弁護士に依頼することが

できます。

詳しい内容についての確認は、問い合わせ・ホームページ

の閲覧をお願いします。

◆厚生労働省電話相談窓口

☎０３－３５９５－２２５２

（年末年始を除く平日午前９時～午後５時）

◆厚生労働省ホームページ

検索サイトで「Ｂ型肝炎訴訟について」で検索し、当該サ

イトを閲覧してください。

◆全国Ｂ型肝炎訴訟大阪弁護団常設電話相談

☎０６－６６４７－０３００（月～金 午前１０時～午後５時）

健康づくりポイント事業参加者の募集と
交換ポイント数の変更について

『熱中症』は予防が大切!!

必要ポイント数

【改定後７月から】【改定前】

６００ポイント８００ポイント指定ごみ袋（大）

４００ポイント５００ポイント指定ごみ袋（小）

相談員会 場開催日

心理士和田山保健センター８月４日（火）

医師山東老人福祉センター９月１５日（火）

心理士和田山保健センター１０月５日（月）

医師朝来公民館１０月２２日（木）

ひとりで悩まずにご相談くださいこころのケア相談

過去の集団予防接種等でＢ型肝炎ウイルスに
感染した人への給付金について
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まちづくりに関するテーマをもとに、話題提供者

の話を聞いて、参加者と一緒にわいわいと語り

合い、学び合う場です。語りたい、じっくり議論を聴きたいなど、参

加の仕方は自由です。お友だちを誘って気軽に集いませんか？

◎開催日時 毎月第４木曜日 午後７時３０分～

◎開催場所 山東公民館（交流ルーム）※参加費無料

【７月の内容】７月２３日（木）に開催します

◎テーマ 地域からの価値の創造

～都市の若者と地域を結ぶ活動から見えてきたもの～

◎話題提供者 ローカルキャリアカフェ 川人ゆかりさん
かわひと

「ローカル人材」「グローカル人材」「ローカルの時代」・・・

今、地方での暮らしが注目を浴び、自分らしさを求めて若者の

地方への流れが出始めています。ゲストスピーカーの活動から見

えてきた地域で生きていく魅力や価値を探ります。

《主催・問い合わせ先》総合政策課☎６７２－６１１０
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旧和田山町の「まちづくりわいわい塾」３期生ＯＢ

の「さんさん会」は、わいわい塾の卒業から２０年以上経

ちメンバーは高齢化していますが、アンネのバラが大好

きな仲間たちです。

平成１１年に、アンネ・フランク展を開催した時のよう

な元気はありませんが、年齢を重ねたなりに朝来市のた

めに何かできることもありますので、今後とも楽しみな

がらワイワイガヤガヤとやっていきたいと思っています。

そして、戦後７０年にあたる今年、「アンネの日記」の映画鑑賞会を開催します。アンネ・フランクのように世界平和などと大きな

ことは言えませんが、この映画鑑賞を通じて、人と人との絆や思いやりの心など、市民の皆さんに何か一つでも感じ取り、語り
きずな

合っていただければ幸いです。

★日時・内容 ８月２日（日）

午前９時３０分から アニメ映画「アンネの日記」（日本作品）

午後１時から モノクロ映画「アンネの日記」（アメリカ作品）

※それぞれ上映終了後にアンネのバラ抽選会（プレゼント）を実施

★会場 和田山ジュピターホール（玉置）

★入場料 無料

★問い合わせ先 小山忠昭さん ☎６７２ー４５８０
こ や ま た だ あ き

『アンネの日記』映画鑑賞会を開催します 和田山町まちづくりグループ「さんさん会」

６月６日から２１日までの期間、ヒメハナ公園ウツギの館で、「頑張る絵画教室

生の今」展が開かれました。

この作品展は、但馬絵画教室で絵画を描く皆さんの、日ごろの成果を披露しよ

うと開催されたもの。会場には、教室で指導にあたる平位紘一さん（土田区）と、生
ひ ら い こ う い ち

徒の皆さん４人が描いた、風景や静物画など約６０点が展示されました。

但馬絵画教室は、平成２２年３月に発足。「趣味を同じくする人たちが、描きたい

ものを描き、楽しみながら意欲を高めよう」と皆さん頑張っています。

★但馬絵画教室 生徒募集（どなたでも参加いただけます）

毎月第１・３木曜日午前中、和田山公民館（玉置）で開催

詳しくは、平位紘一さん（☎６７２－０２４１）まで 平位紘一さん

頑張る絵画教室生作品展を開催 但馬絵画教室

和気あいあいの雰囲気のなかで

私たちボランティアグループ「クローバーの会」は、５人のメンバーで岡田区の概

ね７０歳以上の皆さんを対象に、４月から毎月１回、岡田公民館で「おかだほっこり

サロン」を開いています。

楽しいひとときを過ごしていただきたいと２月から準備を進めてきましたが、集

まってくる皆さんから「元気やったかぁ」「久ぶりやなぁ」との声も聞かれ、メンバー手

づくりのおやつ（おはぎ、ミニホットケーキ）を味わっていただき、お茶を飲み和気あ

いあいとした雰囲気のなか楽しんでいただいています。

これからも、継続することで地域で温かい「つながり」が生まれ、皆さんの生きが

いづくり、安否確認等になればと考えています。まだ３回しか開催していませんので

手探りですが、いろいろな意見を取り入れ進めていくことができればと思っています。

地域のつながり「おかだほっこりサロン」 クローバーの会
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№６８ ネットオークションで落札した商品が届かない！？暮らしの情報コーナー

■不審に思ったとき、困ったときには…消費生活相談 たじま消費者ホットライン ☎０７９６－２３－１９９９

市消費生活相談窓口（市民課内） ☎６７２－６１２１ 県立但馬消費生活センター ☎０７９６－２３－０９９９

ネットオークションは、商品が届かない、代金が支払われない等リスクがある取引ですが、原則個人間取引で

あり、利用には自己責任を問われます。多くのオークションサイトは、取引の場を提供するだけでトラブルの仲

介はしません。相手に連絡が取れない場合は、警察やサイトに被害を届け出てください。振込先の金融機関に

「組み戻し」の手続きを取ってみるのも一方策です。

トラブル対策として、代金の受け渡しをサイトが仲介する「エスクローサービス」や商品未着の際の補償制度

を設けているオークションサイトもありますので、利用前に十分確認してください。

※子ども＝１５歳以下 高齢者＝６５歳以上
※累計は平成２７年の合計

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

１空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

１２忍 び 込 み０強制わいせつ

０金 庫 破 り０ひ っ た く り

１事 務 所 あ ら し１４車 上 ね ら い

０出 店 あ ら し０自動販売機ねらい

６詐 欺

そ
の
他

０部 品 ね ら い

３傷 害１８器 物 損 壊

２暴 行０自 動 車 盗

１０万 引 き０オートバイ盗

（５月末累計）５自 転 車 盗

火災・救急の状況
（朝来消防署）

件数区分

０建物

火
災

１林野

０車両

０その他

１合計

８累計

９交通事故

救
急

２１一般負傷

７９急病

２７その他

１３６合計

６５３累計

（５月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

４３５人身事故

００子ども

死
者

００高齢者

００その他

００合計

３０子ども

傷
者

１２０高齢者

４４５その他

５９５合計

４９０７７物損事故

（５月中）

朝来市にやってきてから、いろいろな仕事にたずさわっています。その

なかの一つは、このポリーヌの日記を書くことですね。毎月、朝来市での暮

らしについて、楽しく書いています。

２週間ほど前に、郵便局員が家に配達にやってきたとき、郵便物を手

渡しながら「ポリーヌさんですか？毎月コラムを読んでいます。いつも楽し

いですね。」と声をかけてくれました。知らない人から、毎月書いているコラ

ムについて感想を聞いたり、ほめられたりすることは、これまでも何度かあ

りましたが、私はそれを聞いて、とてもうれしく感じています。

そして、朝来市のコラムを書いていることがきっかけとなり、はじめてラ

ジオ出演するという経験ができました。ラジオ関西の「谷五郎のこころに

きくラジオ」という番組で、県内の

広報紙を紹介するコーナーに「広

報朝来」の代表として出演しまし

た。

生放送でしたので緊張しました。

後から録音を聞いたのですが、と

ても早口で話していて、びっくりし

ましたが、よい経験にもなりました。

コラムを読んでくださる皆さん、

誠にありがとうございます。

（秘書広報課国際交流員 ヴァンデンドリッシュ―・ポリーヌ）

vol.22初めのラジオ出演！

インターネットの大手オークションサイトでハンドバッグを落札した。出品者の口座に代金を振り込ん

だが商品が届かない。相手は電話に出ずメールの返信もない。 （３０歳代、女性）
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編
竹田城跡2015ヘリテージ講座
竹田城跡ヘリテージ講座を今年も開催します。

◆日時
【第１回】７月１４日（火）【第２回】９月１６日（水）

【第３回】１１月２６日（木）各回午後７～９時

◆会場 和田山ジュピターホール（玉置）

参加費無料、どなたでも参加いただけます。所

定の申込用紙で７月７日（火）までに申し込みを。

◆申込み・問い合わせ先 竹田城課☎（６７２）６１４１
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